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教
育
長
を
特
別
職
と
す
る
条
例
可
決

　

町
財
政
に
黄
信
号
、
早
期
健
全
化
団
体
入
り
確
実
に
！

平成20年11月10日発行

ソバウチ、ムズカシイデス！
　　　ピンネシリ温泉で新蕎麦まつり



なかとんべつ町議会だより１６１号 ２

平成１９年度８会計決算を認定

第３回
定例会
第３回
定例会

なかとんべつ町議会だより１６１号21

早
期
健
全
化
団
体
な
ら
議
員
・
特
別
職
の
報
酬
削
減
を
！

　

 

福
祉
灯
油
の
条
例
化
、
地
デ
ジ
放
送
へ
の
対
応
は

　
　

  

教
育
委
員
会
の
役
割
な
ど
、
４
議
員
が
一
般
質
問

教育委員任命に全会一致で同意！

!?

　第３回定例会が９月２４日から２６日まで３日間の会期で開
かれましたが、休会中の決算審査が順調に進んだため、会期を
１日残し２５日に閉会しました。
　初日の行政報告で野邑町長は、福祉法人南宗谷福祉会が７月
から整備を進めていた天北厚生園の「第１ふれあいグループホ
ーム」が９月末に完成・引渡しとなり、今後、半年間の準備期
間（訓練期間）を経て、来年４月から本格利用されること、事
業費が1,747万円（うち町補助金497万円）となることを報告。
　また、平成１９年度分の決算から議会、住民への報告が義務
付けられた自治体財政健全化法に基づく健全化判断比率、国保
病院事業の資金不足比率が報告され、実質公債費比率が、健全
化の基準を超える28.8％になり、来年度から財政再建団体であ
る夕張市に次ぐ「早期健全化団体」になることが確実な情勢と
なりました。
　一般質問では、介護保険料や財政の健全化、教育行政などに
ついて、４名の議員が執行側の姿勢を質（ただ）しました。
　町長から提案された教育委員２名の任命同意のほか、一般会
計補正予算をはじめとする８件の議案はいずれも賛成多数で可
決されました。
　平成１９年度の各会計の決算は、全議員で構成する「決算審
査特別委員会」に付託され、財政再建のため、議員、特別職の
報酬削減などを盛り込んだ二つの附帯意見をつけ、すべて認定
されました。
　議員から提案されていた「道路整備に必要な財源の確保に関
する意見書」など、３件の意見書はいずれも全会一致で可決さ
れました。

実質公債費比率28.8％で早期健全化団体に！
● 

反
対

東
海
林
繁
幸
議
員

が
、
町
の
財
政
運
営
を
考

え
、
や
は
り
第
２
の
夕
張

に
は
し
た
く
な
い
と
思

う
。
も
し
そ
う
な
っ
た
場

合
、
町
民
は
こ
こ
に
い
る

で
あ
ろ
う
か
。
町
民
が
い

な
け
れ
ば
学
校
も
あ
り
え

な
い
。

　

私
た
ち
の
住
む
小
頓
別

が
い
い
例
だ
と
思
う
。
や

は
り
住
民
が
い
な
け
れ
ば

学
校
は
成
り
立
っ
て
い
か

な
い
。
夕
張
の
よ
う
な
結

末
に
な
れ
ば
、
町
民
に

と
っ
て
は
、
本
当
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
の
か
ど
う
か

の
瀬
戸
際
に
な
る
。
そ
う

な
る
前
に
行
革
の
面
か
ら

も
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

を
聞
く
べ
き
。
内
容
的
に

は
、
賛
成
で
き
る
余
地
は

あ
る
が
、
時
間
を
か
け
て

い
ろ
ん
な
識
者
の
声
も
聞

い
て
、
決
め
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
が
完
了
し
て
い

な
い
の
で
反
対
す
る
。

育
委
員
会
だ
け
に
任
せ
な

い
し
く
み
で
教
育
を
行
っ

て
い
る
。

　

教
育
長
の
常
勤
、
非
常

勤
が
前
提
の
討
論
に
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

身
分
で
あ
っ
て
も
地
域
の

教
育
力
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
れ
ば
、
教
育
が
衰
退

す
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
。

　

全
町
の
児
童
生
徒
数

は
、
１
５
１
名
で
あ
る
。

来
期
は
、
小
頓
別
小
中
学

校
が
閉
校
に
な
り
、
学
校

が
２
校
、
児
童
生
徒
数
は

１
４
０
名
を
切
る
可
能
性

が
出
て
き
た
。

　

先
生
の
数
は
、
現
在　

名
い
る
が
、
恐
ら
く　

、

　

名
に
な
る
。
教
育
長
の

仕
事
の
質
は
変
わ
ら
な
く

て
も
量
が
減
る
の
は
、
合

理
的
に
考
え
て
当
た
り
前

と
思
う
。

　

中
央
教
育
審
議
会
で

は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
事
務
を
地
方
公
共

団
体
の
判
断
に
よ
り
首
長

が
担
当
す
る
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
。
本
町
で
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
を
置
い
た

の
は
、
非
常
に
合
理
的
な

取
り
組
み
だ
と
思
う
。

　

教
育
長
に
４
年
間
で
３

千
５
百
万
円
の
お
金
が
渡

る
と
い
う
し
く
み
を
疑
問

視
す
べ
き
。
行
財
政
改
革

の
一
つ
と
し
て
、
違
う
こ

と
に
こ
の
お
金
を
使
え
な

い
か
。

　

ト
ッ
プ
が
常
勤
で
あ
れ

ば
大
丈
夫
と
い
う
考
え

は
、
明
ら
か
に
間
違
い
。

教
育
長
一
人
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
阿
智
村
の
例
に
倣

え
ば
教
育
力
が
落
ち
る
こ

と
は
な
い
と
信
じ
る
。

　

今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
な
け
れ
ば
４
年
後
に

な
っ
て
し
ま
う
。
私
の
議

員
と
し
て
の
任
期
中
に
決

断
を
し
て
い
く
の
が
責
任

の
取
り
方
と
思
い
、
条
例

案
に
賛
成
す
る
。

さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、
国
は
そ
う
い
う

レ
ベ
ル
ま
で
教
育
委
員
会

の
あ
り
方
に
踏
み
込
ん
で

い
る
。
設
置
が
選
択
制
に

な
れ
ば
、
教
育
長
の
身
分

ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

特
別
職
と
す
る
こ
と

は
、
教
育
長
の
権
威
を
高

め
る
も
の
で
あ
り
、
町
民

の
代
表
と
し
て
町
政
運
営

に
か
か
わ
る
の
だ
か
ら
、

町
財
政
の
実
態
に
応
じ
た

報
酬
に
し
て
い
く
と
い
う

の
は
当
然
と
思
う
。

　

レ
イ
マ
ン
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
素
人
統
制
）
を

教
育
委
員
会
は
担
う
べ
き

で
あ
り
、
従
来
ど
お
り
常

勤
の
一
般
職
で
あ
る
役
人

に
任
せ
て
お
く
こ
と
が
あ

た
か
も
安
全
で
あ
る
か
の

よ
う
に
考
え
る
の
は
、
お

か
し
い
。

　

非
常
勤
化
せ
よ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

何
度
も
申
し
上
げ
た
が
、

そ
の
点
を
危
惧
す
る
な

ら
、
阿
智
村
の
よ
う
に
学

校
運
営
協
議
会
・
評
議
会

な
ど
を
つ
く
っ
て
地
域
の

意
見
を
聞
き
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
教
育
委
員
会
を
頻

繁
に
開
い
て
町
民
に
公
開

し
て
い
く
べ
き
。
手
法
は

い
く
ら
で
も
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
制
度
、
教

育
長
の
職
務
、
役
割
と
い

う
の
は
大
変
な
難
し
さ
と

重
み
が
あ
る
。
提
案
者
の

意
見
、
賛
成
者
の
意
見
が

全
く
理
解
で
き
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
人
口
、
財

政
、
子
供
の
数
、
学
校
の

数
だ
け
で
な
く
、
教
育
長

の
報
酬
へ
い
く
前
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
我
々

の
議
員
報
酬
を
先
に
考
え

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

反
対
理
由
の
一
番
目

に
、
重
大
な
法
律
違
反
と

な
る
お
そ
れ
を
感
じ
て
い

る
。こ
の
件
に
関
し
て
は
、

提
案
権
が
町
長
に
専
属
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

第
二
番
目
は
、
住
民
の

声
、
関
係
者
の
声
を
聞
い

て
い
な
い
と
。
そ
う
い
う

中
で
提
案
さ
れ
る
と
い
う

の
は
、
問
題
が
あ
る
。

　

三
番
目
は
、
教
育
委
員

会
制
度
と
教
育
長
の
任

務
、
役
割
を
ど
う
理
解
し

て
い
る
の
か
不
安
が
あ

る
。
教
育
長
は
法
律
上　

項
目
の
役
割
が
あ
る
が
、

本
当
に
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
学
校
環
境
の
整
備
の

促
進
や
教
育
を
行
う
者
、

い
わ
ゆ
る
教
職
員
の
教
育

条
件
を
推
進
、
向
上
す
る

こ
と
こ
そ
い
い
教
育
を
で

き
る
も
と
に
な
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
教
育
長
は

頑
張
っ
て
町
長
か
ら
予
算

も
獲
得
し
、
教
育
環
境
整

備
を
行
う
責
務
が
あ
る

が
、
非
常
勤
の
教
育
長
で

は
で
き
な
い
。

　

第
四
番
目
は
、
提
案
自

体
は
議
員
の
権
限
で
あ
る

が
、
も
う
少
し
住
民
の
声

○ 

賛
成

西
原
央
騎
議
員

　

長
野
県
に
阿
智（
あ
ち
）

村
と
い
う
人
口
約
６
千
人

の
村
が
あ
り
、
教
育
長
を

置
い
て
い
な
い
。
教
育
委

員
も
、
教
育
委
員
長
も
置

か
れ
て
い
る
が
、
教
育
長

は
教
育
次
長
が
代
理
し
て

い
る
。

　

こ
の
村
は
、
町
長
が
社

会
教
育
主
事
を
長
年
務
め

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

非
常
に
教
育
活
動
が
盛
ん

で
あ
る
。

　

教
育
長
を
置
か
な
い
の

は
、
村
長
の
判
断
で
人
材

が
い
な
い
と
解
釈
し
、
法

的
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
。
置
か
な
い
と
い
う

強
い
姿
勢
を
村
長
が
持
っ

て
い
る
。

　

公
民
館
活
動
な
ど
で
生

涯
学
習
、
社
会
教
育
も
盛

ん
で
あ
る
。
親
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

そ
し
て
地
域
と
学
校
関
係

者
が
学
校
運
営
協
議
会
な

ど
を
つ
く
り
、
学
校
、
教

○ 

賛
成

柳
澤
雅
宏
議
員

　

議
会
、
議
員
と
し
て
住

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

反
対
請
願
も
加
味
し
な
が

ら
、
自
ら
の
責
任
で
提
案

し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
が
、
来
年
３
月
に
勧

告
を
予
定
し
て
い
る
新
地

方
分
権
一
括
法
案
で
は
、

市
町
村
教
育
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
選
択
制
が
盛

り
込
ま
れ
る
こ
と
が
濃
厚

と
言
わ
れ
て
い
る
。
答
申
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39
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26



　

人
権
擁
護
委
員
は
、「
人
権
擁
護
委
員
法
」
に
基
づ
き
、
国

民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
、
も
し
、
こ

れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、
救
済
の
た
め
、
す
み
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
大
場
玲
子
さ
ん
（
字
中
頓

別
・ 　

歳
・
再
任
）
が
諮
問
さ
れ
、
議
会
は
、
全
会
一
致
で

適
任
と
答
申
。
任
期
は
、
平
成　

年
１
月
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
は
、
都
道
府
県
単
位
で
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連

合
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
内
で
は
、
平
成　

年
３
月
１
日
、「
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
連
合
に
は
、
議
会
が
置
か
れ
、
構
成
市
町
村
議
会
議
員
の

中
か
ら
８
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
、
１
名
の
欠
員
が
生
じ
て
お
り
、
候
補
者
推

薦
期
間
内
に
２
名
の
候
補
者
の
届
出
が
あ
っ
た
た
め
、
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
は
、
全
道
一
区
と
し
て
行
わ
れ
、
本
町
議
会
で
９
月　

日
に
実
施
さ
れ
た
全
議
員
に
よ
る
投
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

第３回定例会で
　　　決まりました
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第３回定例会で
　　　決まりました

○ 報告第１号及び第２号　平成１９年度中頓別町健全化判断比率、資金不足比率の報告
○ 同意第１号～第２号　中頓別町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
○ 発議第１号　中頓別町議会会議規則（一部改正）
○ 議案第１号　北海道市町村備荒資金組合規約（一部変更協議）
○ 議案第２号　中頓別町過疎地域自立促進市町村計画（一部変更協議）
○ 議案第３号　議会の議員等の報酬額及び費用弁償並びにその支給に関する条例（一部改正）
○ 議案第４号　議会の議員報酬額及び費用弁償並びにその支給に関する条例（制定）
○ 議案第５号　中頓別町職員の勤務時間、休暇等に関する条例（一部改正）
○ 議案第６号　平成２０年度中頓別町一般会計補正予算
○ 議案第７号　平成２０年度中頓別町国民健康保事業特別会計補正予算
○ 議案第８号　平成２０年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算
○ 認定第１号～第８号　平成１９年度中頓別町各会計決算認定
○ 発議第２号　道路整備に必要な財源の確保に関する意見書
○ 発議第３号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書
○ 発議第４号　「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書

※諮問第１号　人権擁護委員候補者に対する意見、選挙第１号　北海道後期高齢者医療広域連
　合議会議員選挙の結果は下記のとおりです。

議  決  結  果  の  一  覧
※ ○ は可決（承認）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
適
任
と
答
申

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

21

投
票
総
数
８
票
（
有
効
投
票
８
票
・
無
効
投
票
な
し
）

■
松
井
宏
志
（
鶴
居
村
議
会
議
員
・
無
所
属
）
６
票

■
渡
辺
正
治
（
余
市
町
議
会
議
員
・
日
本
共
産
党
）
２
票

68
20

19

11

24

● 

反
対

村
山
義
明
議
員

　

教
育
長
は
、
事
務
局
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
非
常

勤
で
は
事
務
の
統
括
、
職

員
の
指
揮
監
督
、
指
導
は

難
し
い
。
学
校
長
以
下
教

職
員
の
管
理
、
指
導
、
人

事
も
難
し
く
な
る
。

　

非
常
勤
で
は
、
候
補
者

が
限
定
さ
れ
る
。
役
場
職

員
は
ほ
と
ん
ど
な
れ
な

い
。
常
勤
で
も
課
長
ク
ラ

ス
と
年
収
は
同
等
で
、
こ

れ
が
非
常
勤
で
は
金
額
も

下
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
現
職
の
中
で
特
別
職

に
な
る
人
は
い
な
い
と
思

う
。

　

定
年
に
な
っ
た
人
で
安

い
報
酬
で
も
で
き
る
と
い

う
人
に
限
定
さ
れ
る
。
報

酬
は
少
な
い
が
、
責
任
だ

け
は
重
い
。
教
育
長
の
権

限
が
な
く
な
る
と
思
う
。

民
間
で
非
常
勤
は
何
の
権

限
も
な
い
し
、
も
う
終

わ
っ
た
人
が
非
常
勤
。
教

育
委
員
会
そ
の
も
の
が
弱

体
化
し
、
他
の
教
育
委
員

も
責
任
だ
け
重
く
、
不
安

を
感
じ
て
引
き
受
け
る
人

が
い
な
く
な
る
と
危
惧
さ

れ
る
。

　

学
校
教
育
、社
会
教
育
、

討
論（
賛
否
）要
旨

生
涯
教
育
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
、
そ
の
他
に
目
が
行
き

届
か
な
く
な
り
、
停
滞
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

る
。教
育
制
度
改
革
な
ど
、

非
常
に
難
し
い
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
そ
の
対
応

も
で
き
な
く
な
る
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
自

殺
者
、職
員
の
不
祥
事
等
、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
社
会
情
勢
で
、
非

常
勤
で
は
対
応
で
き
な

い
。

　

教
育
長
の
職
務
は
学
校

数
や
児
童
数
に
よ
り
変
動

す
る
も
の
で
は
な
く
、
教

育
行
政
の
長
と
し
て
の
専

門
性
や
責
任
及
び
対
外
的

役
割
の
重
要
性
を
考
え
る

と
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
そ

の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
非
常
勤
化
す

べ
き
で
は
な
い
。

○ 

賛
成

藤
田
首
健
議
員

　

教
育
長
は
、
こ
れ
ま
で

一
般
職
と
特
別
職
の
二
つ

の
身
分
を
あ
わ
せ
持
つ
と

す
る
法
解
釈
が
通
説
化
し

て
き
た
。
今
か
ら
五
十
数

年
前
に
出
さ
れ
た
通
達
に

よ
っ
て
、
各
自
治
体
は
縛

ら
れ
て
き
た
。

　

分
権
改
革
後
は
、
こ
れ

ま
で
の
通
達
は
す
べ
て
効

力
を
失
っ
て
お
り
、
各
自

治
体
は
法
律
の
範
囲
内
で

法
解
釈
を
自
主
的
に
行
っ

て
よ
い
。

　

常
任
委
員
会
の
議
論
で

も
、
特
別
職
と
す
る
と
こ

ろ
ま
で
は
そ
も
そ
も
全
員

異
論
が
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。特
別
職
と
な
れ
ば
、

提
案
理
由
で
も
説
明
さ
れ

た
と
お
り
、
町
長
の
よ
う

な
常
勤
職
と
私
た
ち
議
員

の
よ
う
な
非
常
勤
職
の
い

ず
れ
に
も
道
が
開
か
れ
る

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
関
係
者
の
意
見
拝

聴
の
際
、
出
席
者
か
ら
町

あ
っ
て
の
教
育
で
あ
り
、

教
育
行
政
は
聖
域
で
は
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

教
育
関
係
者
以
外
の
町
民

か
ら
意
見
を
聞
け
ば
、
こ

の
考
え
方
が
主
流
に
な
る

と
思
う
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が

％
に
迫
る
町
で
あ
る
。
来

年
度
夕
張
市
に
準
ず
る
早

期
健
全
化
団
体
に
な
る
こ

と
は
ほ
ぼ
確
実
。
夕
張
市

で
は
教
育
長
は
常
勤
だ

が
、
本
来
の
給
料
額　

万

９
千
円
を
現
在
附
則
で　

万
９
千
円
と
半
分
以
下
に

下
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
生

き
延
び
よ
う
と
す
る
自
治

体
の
姿
で
は
な
い
か
。
財

政
が
破
綻
し
て
は
、
教
育

も
維
持
で
き
な
く
な
る
こ

と
の
証
明
で
あ
る
。

　

今
後
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
ど
お
り
に
債
務
を

減
ら
せ
る
と
は
確
実
視
で

き
な
い
。
景
気
が
急
減
速

し
て
お
り
、
来
年
度
以
降

の
地
方
交
付
税
が
大
き
く

減
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

町
の
財
政
効
率
化
施
策
の

中
に
教
育
長
の
身
分
、
勤

務
条
件
も
当
然
含
ま
れ

る
。
教
育
長
の
改
選
期
で

あ
る
こ
の
時
期
に
本
条
例

を
制
定
し
、
将
来
に
備
え

る
べ
き
で
あ
る
。

● 

反
対

本
多
夕
紀
江
議
員

　

一
つ
目
と
し
て
、
名
実

と
も
に
教
育
行
政
の
ト
ッ

プ
は
教
育
長
で
あ
り
、
専

門
職
と
し
て
常
勤
が
ふ
さ

わ
し
い
。

　

教
育
長
の
任
務
や
役
割

は
幅
広
く
、
教
育
環
境
や

教
育
条
件
の
整
備
推
進
に

責
任
が
あ
る
。
学
校
や
そ

れ
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

の
こ
と
や
、教
職
員
人
事
、

学
校
経
営
の
助
言
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
地

域
の
教
育
全
体
に
責
任
を

持
つ
立
場
に
あ
る
。
子
供

た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
教

育
環
境
の
厳
し
さ
を
反
映

し
て
、
教
育
現
場
で
起
こ

る
様
々
な
問
題
は
、
学
校

独
自
で
の
対
応
が
難
し
い

も
の
も
多
々
あ
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
人
事
や

教
育
上
の
諸
問
題
の
解
決

に
当
た
っ
て
は
、
管
内
の

教
育
長
と
の
連
携
、
道
教

委
と
の
折
衝
も
あ
る
。
管

内
は
言
う
に
及
ば
ず
全
道

的
な
視
野
に
立
っ
て
教
育

の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
把
握

し
た
上
で
の
判
断
や
対
応

を
求
め
ら
れ
る
職
務
で
あ

り
、
今
非
常
勤
で
勤
務
で

き
る
実
情
に
は
な
い
。

　

二
つ
目
の
理
由
と
し

て
、
こ
の
条
例
案
を
め

ぐ
っ
て
は
議
員
の
間
で
も

賛
否
が
あ
り
、
教
育
関
係

者
や
保
護
者
か
ら
も
条
例

案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

が
出
さ
れ
て
い
る
。
多
く

の
人
た
ち
か
ら
論
議
不
十

分
な
中
で
、
特
に
教
育
の

中
身
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
我
が
町
の
教
育
に
つ
い

て
の
論
議
が
行
わ
れ
ず
に

多
数
決
で
条
例
案
が
決
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
へ
の
不
安
の
声
、
ま
た

議
員
が
み
ず
か
ら
提
案
し

て
数
人
が
賛
成
す
れ
ば
何

で
も
で
き
て
し
ま
う
、
こ

ん
な
こ
と
が
ま
か
り
通
っ

て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

今
ま
だ
こ
の
条
例
案
を

出
す
よ
う
な
段
階
で
は
な

い
。
も
っ
と
住
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
べ
き
。
町
に

と
っ
て
も
町
民
に
と
っ
て

も
、
子
供
の
将
来
に
と
っ

て
も
重
要
な
、
そ
し
て
請

願
も
出
る
よ
う
な
状
況
の

中
で
は
、
条
例
案
に
反
対

す
る
。

○ 

賛
成

星
川
三
喜
男
議
員

　

こ
の
問
題
は
、
常
任
委

員
会
で
３
月
か
ら
所
管
事

務
調
査
を
行
い
、
６
月
の

定
例
会
で
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
考
え
に

考
え
抜
い
た
成
果
と
思

う
。

　

私
は
平
成　

年
３
月
の

定
例
会
か
ら
数
回
に
わ
た

り
教
育
長
の
あ
り
方
を
一

般
質
問
し
て
き
た
。

　

そ
の
答
弁
は
、
昭
和　

年
に
出
さ
れ
た
文
部
省
か

ら
の
通
達
、
道
町
村
会
法

務
支
援
室
の
見
解
で
し
か

な
か
っ
た
。

　

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

29
58

23

17

31
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
、
財
政
健
全
化
法
に
定
め
る
健
全
化
判
断

比
率
の
問
題
な
ど
を
め
ぐ
り
、
４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

介護保険料は据え置きを！
本 多 夕紀江

　

来
年
度
の
改
定
時
、
保
険
料
は
据
え
置
く
べ
き

問　

介
護
保
険
制
度
の
開
始
か
ら
ま
も
な
く　

年

に
な
る
。
こ
の
間
、
制
度
の
見
直
し
も
あ
っ
た

が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
住
民
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
積
極
的
に
利
用
す
る
と
い
う
状
況
に
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
、
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
な
い
、
介
護
保
険
料
を
支
払
っ
た
う

え
、
さ
ら
に
１
割
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
か
か

る
な
ど
、
制
度
上
の
問
題
も
あ
る
。
来
年
度

は
、
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料
見
直
し
の
年

で
あ
り
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
平
成　

年
度
の
介
護
保
険
の
実
施
状
況
は
？

２
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
状
況
か
ら
、
来
年
度
、

介
護
保
険
料
は
値
上
げ
せ
ず
に
、
据
え
置
く
べ

き
で
は
？

１
平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
の　

歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
６
７
９
人
。
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
は
１

１
９
人
。
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
延
受
給
者
数
は

６
４
０
人
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
介
護
給
付
の
実
績
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
で
延
４
２
２
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
延

３
６
１
人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
実　

人
が
利
用
し

て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
実　

人

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
実　

人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

制
度
見
直
し
で
介
護
予
防
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な

り
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
新
予
防
給
付
は
、
対
象
者
三

十
数
名
中
、
訪
問
介
護　

件
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

件
で

あ
る
。

２
現
状
の
介
護
給
付
費
か
ら
見
る
と
、
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
が
増
え
た
と
し
て
も
介
護
給
付
費
が
大
き

く
増
え
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、

介
護
給
付
状
況
を
基
に
策
定
さ
れ
る
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成　

年
度
〜　

年
度
）
、
介
護
給
付

状
況
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
（
２
４
０
０
万

円
）
を
総
合
的
に
判
断
し
、
介
護
保
険
料
を
検
討
し
た

い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
参
事

答

65

2019

39

18

29

13
50

98

21

23

19
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「発議第１号　教育委員会教
育長の給与及び勤務時間等に
関する条例の一部を改正する
条例」についての附帯決議

■条例の提案理由
　教育長の身分に関しては、これまでの国の通達などから、教
育委員としては特別職であり、教育長としては常勤の一般職と
して、２つの身分をあわせ持つという見解が通説化してきた。
　しかし、一人の人間が特別職と一般職の２つの身分を有する
ことは、常識的にも法令解釈上も大きな矛盾がある。すなわち、
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条及び第 16条
第２項の規定から、教育委員は選挙権を有する者の中から地方
公共団体の長が議会の同意を得て任命する職であり、その教育
委員のうちから選ばれ任命された教育長は、地方公務員法第３
条第３項第１号に該当する特別職にほかならない。
　地方教育行政法第８条の規定により、教育委員には解職の直
接請求が適用されることも教育長を特別職とする根拠の一つで
ある。地方公務員法の適用を受ける一般職の範囲を定めた本町
の職員定数条例に教育長が含まれていないことからかんがみて
も、一般職とする解釈は成り立たない。
　教育公務員特例法第 16条第２項では、教育長の給与、勤務
条件等については、他の一般職に属する地方公務員とは別個に、
当該地方公共団体の条例で定めることとされ、地方自治体の裁
量の余地は大きく認めているため、その勤務の態様により、常
勤とするか非常勤とするかは、あくまで本町の自治権に由来す
る。教育長を特別職として位置づければ、自動的に常勤または
非常勤の選択肢が生まれることになり、本条例第２条はそのこ
とをうたったにすぎない。
　各界各層の町民が策定し、平成 18年３月に提出された中長
期行財政運営計画に関する最終報告書では、行政改革推進の一
環として役場の組織改革に触れ、特別職のうち助役の廃止、教
育長についても現行制度では廃止や非常勤化は困難だが、その
位置づけを抜本的に見直すことについて検討すると提言されて
おり、本条例が成立すれば、多くの住民の負託にこたえること
につながる。
　来年度から、小中学校が１校ずつとなり、この４月からは生
涯学習分野が事実上、町長部局に組み込まれるなど、首長と教
育委員会の権限分担の弾力化が図られており、その所掌事務の
内容や量が変化している。あわせて、地方公共団体財政健全化
法に基づく財政４指標のうち、実質公債費比率は約２９％に達
する見込みであり、財政破綻した夕張市に準ずる財政健全化団
体となることは必至の情勢である。
　財政悪化の責任は、議会にもあり、今後人口減少などに伴う
交付税の削減を考慮したとき、教育行政に限らず、あらゆる分
野において不断の行財政改革の取り組みが必要である。
　教育長の身分の明確化と勤務条件の多様化に道を開くことが
分権改革と自律した自治を実現する一里塚であると信じ本条例
を提出する。

　「発議第１号　教育委員会教育長

の給与及び勤務時間等に関する条例

の一部を改正する条例」が可決され、

教育長の身分の明確化と勤務条件の

多様化に道が拓かれた。

　２０００年分権改革まで、市町村

教育長については、教育委員会が任

命するとされていたものの、都道府

県教育委員会の承認を必要としてい

たため、長らく慣行として教育長就

任を「当然の前提」として、首長が

教育委員候補を議会に提案してきた

経緯がある。

　しかし、首長が教育長就任含みで

教育委員候補を議会に提出すること

には、何の法的根拠もなく、教育委

員会は、「自律的」に教育長を任命

できることを再認識する必要がある。

　仮に、教育委員が議会の同意を得

て首長に任命されても、首長にはそ

の者を教育長とする権限はなく、常

勤か非常勤かを決定する権限も持ち

得ない。

　これらのことは、教育委員会制度

の根幹にかかわる原理・原則であり、

今後とも教育長の身分や勤務条件等

に関して、国や都道府県の関与から

独立し、本町に見合った教育行政を

実現するよう下記のことを求める。

　　　　　　　　記

１　教育委員会は、教育長を人格、

　識見、経歴等を配慮して自律的に

　選任すること。

２　教育委員会は、町財政ならびに

　教育行政の実態を見極め、常勤か

　非常勤かを判断すべきこと。

　　　　　　　　　以上、決議する。

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び

　

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

◇
提
案
者
・
柳
澤
雅
宏
／
賛
成
者
・
藤

　

田
首
健
、
西
原
央
騎
、
星
川
三
喜
男

●
請
願
第
１
号　

中
頓
別
町
教
育
委
員

　

会
教
育
長
の
身
分
、
給
与
等
の
勤
務

　

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

◇
請
願
団
体
・
宗
谷
教
職
員
組
合
中
頓

　

別
支
部　

支
部
長　

齋
藤
千
智

◇
紹
介
議
員
・
本
多
夕
紀
江

●
請
願
第
２
号　

教
育
委
員
会
教
育
長

　

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
の

　

撤
回
を
求
め
る
請
願

◇
請
願
団
体
・
中
頓
別
町
校
長
会　

会

　

長　

村
上
徹
／
中
頓
別
町
教
頭
会　

　

会
長　

井
村
雅
彦

◇
紹
介
議
員
・
東
海
林
繁
幸　

村
山
義

　

明　
●
請
願
第
３
号　

教
育
長
の
非
常
勤
化

　

を
可
能
と
す
る
条
例
案
の
白
紙
撤
回

　

を
求
め
る
請
願

◇
請
願
団
体
・
中
頓
別
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長　

細
谷
陽
一
／
中
頓
別
中
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ　

会
長　

古
谷
裕
一

◇
紹
介
議
員
・
東
海
林
繁
幸　

村
山
義

　

明

　

※

敬
称
略

■
請
願
（
み
な
し
不
採
択
）
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地デジ放送への備えは万全か!?
本 多 夕紀江

大勢の傍聴者、マスコミが取材
に訪れた第２回臨時会

　第２回臨時会が９月２日に招集されました。
　「教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関
する条例の一部を改正する条例」（「教育委員会教
育長の身分、給与等の勤務条件に関する条例」に
改称・同月22日公布）が議員提案され、賛成多
数で可決されました。
　改正条例は、第２条で『教育長は、特別職とし、
教育委員会が常勤か非常勤かを決定する』と規定
し、教育長の身分の明確化と勤務のあり方を選択
制にしたものです。
　条例改正の提案理由と討論（賛否）の要旨、条
例案可決に伴い提出された附帯決議の内容をお知
らせします。
　なお、この条例案の撤回等を主な趣旨とする請
願３件が提出され、条例案と一括して審議されま
したが、条例案が可決されたことにより、不採択
扱い（みなし不採択）となりました。 教

育
長
を
特
別
職
と
し
、
常
勤
か
非
常
勤
か
を
選
択
制
と
す
る
条
例

〜
常
勤
、
非
常
勤
の
判
断
を
教
育
委
員
会
に
委
ね
る
附
帯
決
議
も
可
決
〜

　

米
屋
総
務
課
長

答１
総
務
省
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
、
公
共
施
設
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
の
広
報
活
動
で
、
認
知
度
は
浸
透
し
て
い
る
。

　

情
報
通
信
審
議
会
で
は
、
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
、
民
生
委

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
に
密
接
し
た
組
織
の
協
力
を
得
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と

答
申
し
て
い
る
。
来
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
民
法
の
デ
ジ
タ
ル
波
の
試
験
電
波
が
発

せ
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
更
に
、
認
知
度
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

２
視
聴
可
能
区
域
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
（　

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｈ
Ｔ

Ｂ
）
、　

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ))

が
受
信
で
き
て
い
る
区
域
は
受
信
可
能
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
波
は
強
度
は
増
し
て
も
、
直
進
性
が

強
い
こ
と
か
ら
、
山
間
部
に
近
い
地
域
は
実
際
に
電
波
を
発
し
て
み
な
い
と
難

視
聴
区
域
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

３
現
在
の
と
こ
ろ
町
と
し
て
支
援
を
す
る
考
え
は
な
い
。

　

野
邑
町
長

答　

国
策
で
行
な
う
こ
と
で
あ
り
、
宗
谷
地
域
総
合
開
発
期
成
会
を
通
じ
、
難
視

聴
地
域
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
民
放
事
業
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
国
の
適
切

な
対
応
を
要
望
し
た
い
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
利
用
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　

今
や
テ
レ
ビ
は
日
々
の
暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
を

得
る
大
事
な
通
信
手
段
で
あ
り
、
も
し
、
２
０
１
１

年
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
に
地
デ
ジ
へ
の

対
応
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
大
変
な
不
利
益
を
被

る
こ
と
に
な
る
。
地
デ
ジ
移
行
は
、
電
波
法
の
改
正

を
契
機
に
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
町
と
し
て
も
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

１
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
つ
い
て
、

住
民
の
認
知
度
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

２
こ
れ
ま
で
ど
お
り
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

３
総
務
省
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無

償
配
布
す
る
方
針
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
な
い
経
済
的
弱
者
に
つ
い
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
何
ら
か
の
対
応
支
援
策
を
と
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　一般質問の模様は、役場及び町民センターに設置された大型テレビでも放映されます。
　議会日程や傍聴方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（℡６～２２４４・議会事務局）
へ。

議会を傍聴しましょう

石井英正さん、米屋彰一さん
の教育委員任命に同意
　教育委員会は、教育の政治的中立性、継
続性・安定性を確保し、地域住民の意向を
反映させて、教育行政を進める合議制の行
政委員会です。
　広く住民の意向を反映した教育行政を実
現するため、教育の専門家や行政官ではな
い住民が、専門的な行政官で構成される事
務局を指揮監督する「レイマン・コントロ
ール」（素人統制）を基本としています。
　新たな教育委員として、石井英正さん
（字中頓別・59歳・再任）、米屋彰一さん
（字中頓別・57歳）の任命同意が全会一致
で可決されました。
　任期は、平成20年10月から４年間です。

○柳澤議員
　教育委員会は、第２９次地方制度調査会
の答申で、市町村の場合は必置制から選択
制になる可能性が高い。選択制になれば、
教育委員会を置かない場合もある。この件
をお二人には、ご理解いただいているか。
　教育委員の定数を４名に減らしたが、中
教審でも教育委員会の活性化のため、保護
者を委員に加える方向性で議論されてい
る。保護者を加え、もう一度５名に戻す考
えはないか。
●野邑町長
　地方制度調査会での議論は承知してい
る。答申がされるかどうか、まだ可能性の
段階であり、お二人には話していない。
　委員の一人に高校生の子供がおり、保護
者ということでご理解願いたい。全道的に
は、５名から４名に減じているところが多
い。研修会などを通じ委員の能力向上、活
性化を図りたい。

■主な質疑

第
２
回
臨
時
会
で
可
決
！

教育委員会教育長の身分、給与等の勤務
条件に関する条例（全文）

　(この条例の趣旨 )
第１条　この条例は、教育長の身分と教育公務員特例法 (昭和２４年法律
　第１号 )第１６条第２項の規定に基づき、教育長の給与等の勤務条件に
　ついて必要な事項を定めるものとする。
　（教育長の身分）
第２条　教育長は、特別職とし、教育委員会が常勤か非常勤かを決定する。
　(給与 )
第３条　常勤の教育長の給与は、給料及び期末手当とする。
２　非常勤の教育長の報酬は、議会の議員等の報酬額及び費用弁償並びに
　その支給に関する条例に定める。
　(給料 )
第４条　常勤の教育長の給料の額は、月額504,000円とする。
　(期末手当 )
第５条　常勤の教育長の期末手当の額は、給料月額に職員給与条例 (昭和
　２６年条例第５号 )の適用を受ける職員 (以下「一般職の職員」という。)
　の例により、別表の割合を乗じて得た額とする。
　(給与の支給方法 )
第６条　常勤の教育長の給与の支給方法については、一般職の職員の給与
　の支給方法の例による。
　　　附　則
　（施行期日）
１　この条例は、公布の日から施行する。
　（中頓別町特別職報酬等審議会条例の一部改正）
２　中頓別町特別職報酬等審議会条例（昭和４６年中頓別町条例第３０号）
　の一部を次のように改正する。
　　第１条及び第２条中「町長、副町長の給料の額」を「町長、副町長、
　常勤の教育長の給料の額及び非常勤の教育長の報酬の額」に改める。
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来年度、早期健全化団体確実に！
　　財政再建のため議員報酬等の引下げを

星 川 三喜男
　

健
全
化
判
断
比
率
と
特
別
職
の
給
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

問　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
定
め
る
本
町
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
平
成

　

年
度
決
算
で
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、　

・
８
％
と
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。

　

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成　

年
度
を
も
っ
て　

％
以
下
に
な
る

と
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
普
通
交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
病
院
へ
の
繰
出
金
を
は
じ
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
新
た
な
借
金
、
人

口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
町
財
政
が
さ
ら
に
ひ
っ
迫
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
も
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、　

％
を
超
え
る
こ
と
は
確

実
な
情
勢
で
、
そ
の
場
合
、
早
期
健
全
化
団
体
と
し
て
健
全
化
計
画
の
策
定
を

義
務
付
け
ら
れ
る
。
健
全
化
計
画
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
悪

化
の
原
因
や
早
期
健
全
化
の
基
本
方
針
、
基
準
以
下
の
比
率
に
す
る
方
策
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
や
対
策
を
伺
う
。

　

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
町
長
、
教
育
長
な
ど
特
別
職
の
常
勤
職
、
議
員
を
含

む
非
常
勤
職
の
給
料
や
報
酬
を
下
げ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
夕
張
市
の
よ
う

に
報
酬
条
例
の
附
則
で
、
当
分
の
間
、
引
下
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

当
町
で
は
平
成　

年
度
か
ら
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
作
成
し
、
各
種

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
改
正
、
退
職
者
不
補
充
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
、
事
業
全
般
に
つ
い
て
の
見
直
し
や
、
公
共
事
業
の
削
減
に
よ
り
借
入
金

の
抑
制
等
財
政
運
営
の
健
全
化
に
む
け
、
毎
年
見
直
し
を
し
な
が
ら
実
質
公

債
比
率
の
低
減
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
続
け
る
。

　

特
別
職
の
報
酬
は
、
昨
年　

月
に
削
減
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
引
き
下

げ
の
考
え
は
な
い
が
、
今
後
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
議
会
か
ら
引
き
下
げ

の
要
請
が
あ
れ
ば
、
特
別
職
や
各
委
員
会
委
員
も
含
め
諮
問
機
関
に
諮
り
た

い
。

　

一
般
職
の
課
長
の
年
収
は
約
７
０
０
万
円
、
４
年
間
で
２
８
０
０
万
円
に

な
る
。
一
名
が
一
般
職
か
ら
特
別
職
（
教
育
委
員
）
に
な
り
、
そ
の
分
の
人

件
費
は
全
体
か
ら
削
減
さ
れ
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

今
後
町
債
の
発
行
を
抑
え
、　

年
度
決
算
で　

％
以
下
を
達
成
し
、
現
行

の
公
債
負
担
適
正
化
計
画
よ
り
も
一
年
早
く
健
全
化
で
き
る
よ
う
最
大
限
の

努
力
を
し
た
い
。

2824

25
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教
育
行
政
に
つ
い
て

問　

９
月
２
日
の
第
２
回
臨
時
会
に
先
立
ち
、
教
育
委
員
会
は
、
道
教
委
か
ら
の

指
導
・
助
言
文
書
を
議
会
に
送
り
、
文
科
省
と
十
分
相
談
す
る
よ
う
求
め
て
き

た
が
、
こ
れ
は
執
行
機
関
で
あ
る
行
政
委
員
会
と
し
て
、
議
事
機
関
で
あ
る
議

会
の
権
限
や
意
思
決
定
過
程
に
干
渉
す
る
越
権
行
為
に
な
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
教
育
委
員
会
の
意
思
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
伺
う
。
ま
た
、

改
正
条
例
（
教
育
委
員
会
教
育
長
の
身
分
、
給
与
等
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
）
及
び
附
帯
決
議
を
遵
守
し
、
組
織
の
形
骸
化
、
組
織
疲
労
を
招
か
な
い
よ

う
教
育
行
政
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

行
政
委
員
会
の
総
合
調
整
権
は
町
長
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
人
件
費
削
減

を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

答　

文
書
そ
の
も
の
は
教
育
委
員
会
の
意
思
で
作
成
し
た
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

議
会
の
権
限
や
意
思
決
定
に
干
渉
す
る
意
図
は
全
く
な
く
、
議
員
の
提
案
権
、

議
会
の
権
限
も
含
め
勉
強
不
足
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

　

改
正
条
例
及
び
附
帯
決
議
に
つ
い
て
、
今
後
、
教
育
長
を
は
じ
め
、
各
委
員

も
勉
強
し
、
研
鑚
を
積
ん
で
、
組
織
の
形
骸
化
を
招
か
な
い
よ
う
な
教
育
委
員

会
体
制
と
し
た
い
。
ま
た
、
町
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
、
教
育
長
を
常
勤
と

す
る
か
、
非
常
勤
と
す
る
か
、
教
育
委
員
会
の
中
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。

　

野
邑
町
長

答　

教
育
委
員
会
の
人
件
費
は
、
来
年
度
、
定
年
退
職
者
の
補
充
を
し
な
い
の
で

減
る
こ
と
に
な
る
。
町
長
部
局
と
の
協
力
に
よ
り
、
業
務
の
削
減
は
可
能
と
考

え
る
。
新
し
い
教
育
委
員
会
体
制
で
議
論
す
る
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

改
正
教
育
長
条
例
を
遵
守
し
、

　
　
　

教
委
は
役
割
の
再
確
認
を

柳

澤

雅

宏

※次回綴人は、東海林議員、村山議員です

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれの
議員が町づくりや政治課題などに
ついて意見や思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナー
に登場します。８議員の提言･苦
言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

長野県阿智（あち）村を訪ねて
　第２回臨時会は、｢小さな町の教育長」のあり方、
そして議会や住民が地域の教育力をどのように考
え支えていくべきかを摸索する契機となりました。
　私は討論の場で、長野県阿智村を「教育長が不
在でありながら教育活動が盛んな自治体」の例と
して挙げました。インターネット上の情報を調べ
ただけの無責任な発言で終わってはいけないと感
じ、議会後の９月２９日、同村を訪ねました。
　阿智村の岡庭村長は、はるばる北海道から足を
運んでくれたと温かく迎えてくださり、村の現状
や教育の取組みについて熱く語ってくださいまし
た。
　阿智村が教育長を不在のままにしている理由に
ついては、教育長を置くことにより、「教育長＝行
政」と住民が思い込み、教育が行政任せ（形骸化）
となってしまう傾向が見られたからだそうです。
　阿智村では住民主導の教育を実現するために、
教育委員の活動を見直し、教育委員長には、教員
経験が長く、信頼が厚い人材を配置。各教育委員
には、担当学校・地域を決め、教育問題の解決と
振興に責任を持って取り組む体制がつくられてい
ます。
　また、お金を教育長（という身分）にかけるの
ではなく、子どもたち一人ひとりに直接結びつく
教育活動に向け、村独自の特別支援教員制度や家
庭学習を支援する制度に投入し、効果が上がって
きているとのことでした。
　岡庭村長が小さな自治体だからこそできる教育
の実践例について、自信を持って語ってくださっ
たのが印象的でした。今後、中頓別の教育を考え
るうえで参考にしていきたいと感じています。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：西原央騎）

後期高齢者医療制度は
　　　　　　廃止しかない

　今年４月からスタートしたばかりなのに見直し
が相次ぎ、複雑な制度がますます分かりにくくな
りました。
　「長寿医療制度」と呼んでみても基本は変わらな
いのです。
　首相や厚労相が「抜本的に見直す」とか、「大胆
に見直す」と言うので、廃止？と期待したが一転
して「根幹は維持する」とのこと。がっかり。
　７５歳と言う年齢で医療を差別することに、長
寿社会の発展に尽くしてきた人たちへの敬老の精
神が全く感じられません。
　保険料は二年毎に見直され、団塊の世代が高齢
期を迎える２０２５年には、二倍に高騰するとい
う試算もあります。
　収入がゼロでも一人残らず保険料を徴収するの
は酷です。
　医療費の抑制だけを目的につくられた制度に元
政府要人も「医療費のかかるお年よりは出て行っ
てもらう。保険制度を守るためにあなた方は外に
出てくださいというのは、姥捨て山以外の何もの
でもない」、「名前が実に冷たい。愛情のぬけたや
り方」と批判。
　各地の老人クラブ連合会も都府県の医師会も国
民もみんな反対しています。
　財源問題も含め、みんなが安心できる制度を創
るべきです。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：本多夕紀江）

温かく迎えてくださった阿智村 岡庭村長（写真左）
教育政策への明確な発言に自信と熱意を感じました

※長野県阿智（あち）村は人口6,400人。
　来年３月、平成に入り２度目の合併を行い７千
　人台となる予定。現在 小学校４校、中学校２校。
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社教スタッフと
　　教委の連携密に

東海林 繁 幸

　

石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

答　

社
会
教
育
ス
タ
ッ
フ
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
業
務

を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
問
題
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
行
の
体
制
を
と
っ
た
の
は
、
敏
音
知
小
学
校
（
そ
う
や
自
然
学

校
）
の
利
活
用
な
ど
が
あ
り
、
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
連
携
の
必

要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に
教
委
事
務
局
が
あ
り
、
各
種
の
利

用
申
込
み
や
相
談
な
ど
容
易
に
出
来
た
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。
今

後
、
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
連
携
で
支
障
が
出
る
よ
う
な
場
合
、

出
来
る
だ
け
そ
の
支
障
を
取
り
除
い
て
い
く
努
力
を
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

現
在
の
体
制
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
当
分
の

間
、
今
の
体
制
を
続
け
る
が
、
問
題
が
あ
れ
ば
将
来
見
直
し
を
検
討

し
た
い
。

　

教
育
委
員
会
体
制
の
見
直
し
を

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
席
を
移
し
た
社
会

教
育
ス
タ
ッ
フ
（
担
当
者
）
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英

語
指
導
助
手
）
は
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携

に
支
障
は
な
い
か
、
ま
た
、
社
会
教
育
関
係

団
体
と
の
連
携
に
支
障
が
出
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
体
制
見
直
し
の
必
要
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
な
の
で
、
教
育
委
員
会

の
不
用
論
ま
で
飛
び
出
す
要
因
と
な
る
。
同

じ
庁
舎
内
で
席
が
一
緒
で
な
け
れ
ば
連
携
が

進
ま
な
い
と
す
る
考
え
は
お
か
し
い
。

　

社
会
教
育
主
事
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
任
命
権
者
は

教
育
長
で
あ
り
、
教
委
事
務
局
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

石井英正さん、米屋彰一さん
の教育委員任命に同意
　いきいきふるさと常任委員会では、所管事務調
査の結果を柳澤委員長が９月２４日の本会議で報
告しました。
その概要と集約された意見をお知らせします。
■調査の概要
　本委員会は、７月１６日から中頓別鍾乳洞の観
光の振興策について調査を行い、９月４日には、
中頓別鍾乳洞を野草園化できないか、主に植物表
示の手法を調査するため、北海道立トムテ文化の
森（名寄市）、北邦野草園及び嵐山ビジターセン
ター（鷹栖町）を視察した。
【意見】
　本調査の結果、施設運営の中核的人材の必要性
とともに、生態系全般の知識を備えた専門スタッ
フの存在が欠かせないことを再認識させられた。
　視察先の植物表示の手法を応用するにしても、
鍾乳洞及びその周辺の自然環境の保全を優先させ
るのか、あるいは観光事業を優先させるのか、両
者の位置づけを含む今後の活用の方向性が議論さ
れなければならない。
　また、北邦野草園では、常時４～５名程度のス
タッフが園内で活動しており、施設造成よりも、
管理に金がかかる、との説明が印象的であった。
　いずれの施設も市民公園的要素が強いため入場
無料であり、コスト論は二の次といった感がある。
　鍾乳洞とその周辺に野草園的要素を持ち込み、
かつ有料化をめざすならば、入場者密度の推計、
動植物を含む生態系の価値を説明できるスタッフ
と植物表示を中心とした施設の魅力化、管理費用
とその費用対効果のバランスをどのようにとるか
が課題となろう。

　いきいきふるさと常任委員会は、第４回（１２
月）定例会までに、次の事項の調査を行います。
①自治基本条例等、②環境基本条例・環境基本計
画等、③観光の振興策（中頓別鍾乳洞等）、④国
保病院の運営

次の所管事務調査

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告

協力体制の模索が続く そうや自然学校 
蔓編みの講習会　山ぶどうづるのランチボックスづくり

鍾
乳
洞
の
草
花
に
写
真
説
明
付
き
表
示
板
を
！

　
　
　
　
　

（
写
真
の
表
示
板
は
北
邦
野
草
園
）

○ 

発
議
第
１
号　

道
路
整
備
に
必
要
な
財
源

 　

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

北
海
道
は
、
道
民
の
移
動
や
物
資
の
輸
送
の
大

半
を
自
動
車
交
通
に
依
存
し
て
お
り
、
道
路
は
道

民
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
重
要

な
社
会
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
間

に
お
け
る
厳
し
い
気
象
条
件
に
加
え
、
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
時
に
発
生
す
る
交
通
障
害
や
交
通
事

故
の
多
発
、
道
路
施
設
の
計
画
的
な
補
修
・
更
新

な
ど
、
多
く
の
解
決
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

政
府
は
、
道
路
特
定
財
源
の
来
年
度
か
ら
の
一

般
財
源
化
を
閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

方
の
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
の
た
め
次
の

三
点
を
要
請
し
ま
す
。

　

①
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
が
必
要
と
す
る
道
路
の
整
備
や
維
持
管

理
に
要
す
る
財
源
の
確
保
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

②
新
た
な
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
立

ち
お
く
れ
て
い
る
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
や
安

全
で
安
心
な
冬
期
交
通
の
確
保
な
ど
、
北
海
道
の

実
情
に
十
分
配
慮
し
た
道
路
整
備
が
着
実
に
推
進

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

③
地
方
の
自
主
性
・

裁
量
性
を
生
か
し
、
地
域
の
道
路
整
備
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
制
度
を
継
続
し
、
さ
ら
に
拡
充

を
図
る
こ
と
。 

④
今
年
度
の
暫
定
税
率
失
効
に
伴

う
国
道
及
び
地
方
道
の
道
路
整
備
財
源
の
減
少
分

に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
で
確
実
に
措
置
す
る
こ

と
。

■
提
出
者　

村
山
義
明　

賛
成
者　

藤
田
首
健

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

　

総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣　

国
土
交

　

通
大
臣

○ 

発
議
第
２
号　

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

　

 

定
に
関
す
る
意
見
書

　

過
疎
地
域
は
、わ
が
国
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
を
有
す
る
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市

に
対
し
て
、
食
糧
の
供
給
・
水
資
源
の
供
給
、
自

然
環
境
の
保
全
と
い
や
し
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
森
林
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献

す
る
な
ど
の
多
面
的
・
公
共
的
機
能
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」

は
平
成　

年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る
多
面

的
・
公
共
的
機
能
を
今
後
も
維
持
す
る
た
め
に
は
、

引
き
続
き
総
合
的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

■
提
出
者　

藤
田
首
健　

賛
成
者　

村
山
義
明

■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

　

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

○ 

発
議
第
３
号
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法

　

 

（
仮
称
）
」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る

　

 

意
見
書

　

２
０
０
０
年
以
降
の
急
速
な
構
造
改
革
に
よ

り
、
経
済
や
雇
用
、
産
業
や
地
方
な
ど
、
様
々
な

分
野
に
格
差
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」、「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」

な
ど
、新
た
な
貧
困
と
労
働
の
商
品
化
が
広
が
り
、

障
が
い
者
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
つ
く
れ
な
い

若
者
な
ど
、
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
人
々
の
増

大
は
、
日
本
全
体
を
覆
う
共
通
し
た
地
域
課
題
で

す
。

　

一
方
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協
同
組
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
様
々
な
非
営
利
団
体
は
、
地
域
の
課
題

を
地
域
住
民
自
ら
解
決
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

は
、
社
会
問
題
解
決
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
大

変
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、現
在
こ
の
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

に
は
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、団
体
と
し
て
入
札
・

契
約
が
で
き
な
い
、
社
会
保
障
の
負
担
が
働
く
個

人
に
か
か
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
、
欧
米
で
は
、
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
も
法
制
化
を
求
め
る
超
党
派
の
議
員

連
盟
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

誰
も
が
「
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
働
く
」、
仕

事
を
通
じ
て
「
安
心
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
」、「
人
と
の
つ
な
が
り
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
」、
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
創
造
と
社
会
の
連
帯
、
社
会
参
加

を
目
指
す
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」
の
速
や

か
な
制
定
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

■
提
出
者　

西
原
央
騎

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

　

総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣　

経 

　

済
産
業
大
臣

意　見　書
　第３回定例会では、意見書３件が、
いずれも全会一致で可決されました。
　これらの意見書は、９月２５日の
本会議で可決後、直ちに国等の関係
機関に送られました。
　その内容をお知らせします。

22



　

早
い
段
階
（
５
年
か
ら　

年
程
度
）
で

の
解
消
を
め
ざ
し
た
い
。

なかとんべつ町議会だより１６１号 ８なかとんべつ町議会だより１６１号15

福祉灯油の条例化に道筋を！
東海林 繁 幸 　

福
祉
灯
油
の
制
度
化
を

問　

昨
年　

月
末
に
福
祉
灯
油
が
復
活
し
た
が
、
条
例
に

よ
る
制
度
で
は
な
く
、
実
施
要
綱
に
基
づ
く
予
算
措
置

で
実
現
し
た
特
例
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
年
は
、
す
で

に
灯
油
価
格
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
、
弱
者
が
冬
を
越

す
に
は
極
め
て
き
び
し
い
状
況
で
あ
り
、
次
の
二
点
を

伺
う
。

１
福
祉
灯
油
の
計
画
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

２
昨
年
実
施
し
た
内
容
で
、
対
象
範
囲
や
助
成
金
額
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
管
内
町
村
で
も
本

町
よ
り
も
高
い
助
成
額
で
あ
り
、
全
道
で
も
有
数
の
積

雪
寒
冷
地
と
し
て
の
現
況
か
ら
決
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
制
度
を
条
例
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答１
今
年
度
も
福
祉
灯
油
助
成
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
助
成
基
準
等
は
、
昨
年
同
様
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
助
成
額
は
、
今
後
の
灯
油
価
格
の
動
向
を

み
て
検
討
し
た
い
。

２
平
成　

年
度
の
福
祉
灯
油
助
成
に
つ
い
て
は
、
道

内
１
７
４
市
町
村
が
実
施
し
て
お
り
、
一
世
帯
当
た

り
１
万
円
以
下
の
支
給
額
の
市
町
村
は
１
３
７
件
。

対
象
範
囲
は
非
課
税
世
帯
で
あ
る
。
道
内
の
実
施
市

町
村
と
比
較
し
て
助
成
範
囲
や
助
成
額
は
妥
当
と
思

う
。

　

野
邑
町
長

答　

今
後
も
灯
油
の
高
騰
が
続
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
条
例
化
も
検
討
し
た
い
。
昨
年　

月
１
日
時
点
の

灯
油
単
価
は　

円
、
現
在
は
１
２
０
円
で
あ
り
、
価

格
差
か
ら
す
る
と
、
対
象
世
帯
当
り
１
万
３
千
円
程

度
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
の
灯
油
単
価
の
推
移
を

み
て
助
成
額
を
決
定
し
た
い
。

　

消
防
職
員
の
増
と
嘱
託
職
員
の
正
職
員
化
を

問１
消
防
職
員
の
定
員
は　

名
だ
が
、
現
在
は　

名

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
職
員
は
休
暇

を
取
れ
て
も
町
を
離
れ
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

こ
の
春
１
名
の
増
員
が
図
ら
れ
た
が
定
着
せ

ず
、
現
在
の
体
制
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。

　

消
防
職
員
の
不
足
は
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
任
務
と
健
康
管
理
上
問
題
が
あ
る
。

　

早
急
に
増
員
対
策
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
町
職
員
の
う
ち
、
世
帯
主
で
あ
る
職
員
が　

年

以
上
も
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
が
、
正

職
員
と
全
く
変
わ
ら
な
い
勤
務
形
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
給
与
に
格
差
が
あ
る
の
は
問
題
で
あ
り
、

是
正
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

鳥
田
消
防
支
署
長

答１
中
頓
別
支
署
で
は
、
交
通
事
故
等
に
対
応
す

る
た
め
、
職
員
間
の
取
り
決
め
で
、
常
時
救
急

隊
３
名
と
救
助
隊
４
名
、
通
信
隊
１
名
、
計
８

名
を
残
す
こ
と
に
し
て
お
り
、
休
暇
等
で
町
外

に
出
ら
れ
る
職
員
は
現
在
４
名
で
あ
る
。

　

緊
急
に
家
族
や
親
族
の
不
幸
等
で
町
外
に
出

か
け
る
場
合
、
取
り
決
め
た
人
数
を
割
る
事
も

あ
る
が
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し

て
い
る
。

　

救
急
救
命
士
学
校
の
新
卒
者
を
採
用
す
る
方

向
で
来
年
４
月
１
日
採
用
に
向
け
て
募
集
を
し

た
が
、
受
付
期
間
中
に
応
募
は
な
か
っ
た
。
今

後
は
受
付
期
間
を
延
長
し
て
募
集
を
行
う
。
財

政
上
の
理
由
も
あ
り
、
現
体
制
で
業
務
を
遂
行

し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答２
現
在
本
町
は
、
財
政
健
全
化
法
の
４
指
標
の

う
ち
、
「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
健
全
化
基
準

の　

％
以
上
で
あ
り
、
早
期
健
全
化
団
体
と
な

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
年
で

も
早
く
健
全
財
政
に
戻
す
こ
と
が
行
政
を
預
か

る
私
ど
も
の
責
任
で
あ
り
、
今
の
状
況
の
中
で

嘱
託
職
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

　

個
人
的
に
は
改
善
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
職
員
採
用
、
現
業
職

員
（
嘱
託
職
員
）
の
業
務
の
必
要
性
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

消防職員の定員充足と嘱託職員の正職員化を！
東海林 繁 幸
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12

12

20

15

12

25

病院職員と消防職員が参加して行なわれた学習会
救命救急体制について活発な意見交換が行なわれた

看護師配置基準１５対１の実現遠のく
　　　　診療報酬収入の確保厳しい状況に

の
起
債
借
入
を
一
割
減
ら
す
こ
と
で
事
業

調
整
し
て
お
り
、　

年
度
決
算
で　

％
を

切
り
、
達
成
で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
。

な
ど
、
予
想
で
き
な
い
こ
と
が
発
生
し
た

た
め
、
基
準
の
ク
リ
ア
が
難
し
く
な
っ
た
。

　

医
師
、
看
護
師
養
成
費
の
支
出
が
な
い

が
、
該
当
者
が
い
な
か
っ
た
の
か
。
今
後

の
養
成
状
況
は
ど
う
か
。
確
保
に
つ
い
て

見
通
し
は
あ
る
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

看
護
基
準　

対
１
の
達
成
状
況
は
、
当

初
よ
り
も
悪
く
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｑ
藤
田
委
員

あ
る
が
、
病
院
の
赤
字
分
に
充
て
ら
れ
る

と
予
測
し
て
い
る
。
平
成　

年
度
で
、
赤

字
額
が
出
な
け
れ
ば
、
良
と
し
た
い
。

　

平
成　

年
度
は
新
規
採
用
が
１
名
お
り
、

　

万
円
を
一
括
支
給
し
た
。　

年
度
は
募

集
し
た
が
採
用
が
な
か
っ
た
。
既
存
の
看

護
師
か
ら
も
該
当
者
は
い
な
か
っ
た
。　

年
度
は
通
信
教
育
課
程
（
２
年
間
）
で
看

護
師
を
め
ざ
し
て
い
る
方
が
い
る
。

　

今
後
は
、
中
学
校
等
に
働
き
か
け
、
養

成
費
を
活
用
し
て
看
護
学
校
へ
の
進
学
を

勧
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
よ
ほ
ど
事
情
が

好
転
し
な
い
と
、
来
年
度
も
看
護
基
準　

対
１
の
実
現
は
き
び
し
い
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

当
初
予
算
で
説
明
し
た
以
後
に
、
看
護

師
長
の
退
職
や
看
護
師
の
産
前
産
後
休
暇

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

平
成　

年
度
決
算
の
単
年
度
収
支
は
１

千
１
百
万
円
の
黒
字
だ
が
、
実
質
単
年
度

収
支
は
約
１
千
５
百
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
も
大
事
だ
が
、
単
年
度

収
支
を
黒
字
に
す
る
姿
勢
も
重
要
で
は
な

い
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

町
税
が
約
１
億
７
千
万
円
で
、
一
般
会

計
の
う
ち
５
％
し
か
自
主
財
源
が
な
い
。

住
民
の
生
活
環
境
整
備
、
義
務
的
経
費
が

か
か
る
中
で
、
交
付
税
が
５
億
円
も
下
が

り
や
り
く
り
は
大
変
で
あ
る
が
、
中
長
期

行
財
政
運
営
計
画
を
ベ
ー
ス
に
改
善
を
図

っ
て
き
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
な
い

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
義
務
的
経
費
（

退
職
者
人
件
費
分
）
を
減
ら
す
こ
と
が
一

番
大
き
い
。

　

雑
巾
を
し
ぼ
っ
て
も
な
に
も
で
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
行
政
改
革
を
止
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
今
後
、
交
付
税
の
出
口

ベ
ー
ス
で
平
成　

年
度
を
下
回
ら
な
い
よ

う
に
国
に
要
望
し
た
い
。
平
成　

年
度
交

付
税
並
な
ら　

年
度
も
基
金
を
取
崩
す
こ

と
な
く
乗
り
切
れ
る
と
思
う
。
現
在
８
千

万
円
く
ら
い
の
留
保
財
源
（
交
付
税
）
が

Ａ
野
邑
町
長

10

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

Ｑ
石
神
委
員

　

来
年
に
む
け
て
取
り
組
む
よ
う
準
備
し

て
い
る
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

Ａ
野
邑
町
長

　

病
院
の
経
営
状
況
を
正
し
く
把
握
す
る

た
め
、
新
た
な
病
院
会
計
準
則
に
沿
っ
て
、

決
算
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

資
産
減
耗
費
は
、
固
定
資
産
台
帳
と
の

か
い
離
を
解
消
す
る
た
め
の
計
上
か
。
何

年
程
度
で
解
消
で
き
る
の
か
。

特
別
会
計
・企
業
会
計

20

20

20

21

18

19

20

72

看護職員の不足により夜勤当番などが難航
看護師確保が大きな課題となっている

ホームページで議事録などを公開しています

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進み
ご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。
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補正予算のあらまし

○ 

発
議
第
１
号　

中
頓
別
町
議
会
会
議
規
則

　

（
一
部
改
正
）

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
議
会
会
議

規
則
（
第
１
１
９
条
第
１
項
）
の
引
用
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

■
提
案
（
発
議
）
者　

藤
田
首
健

■
賛
成
者　

村
山
義
明

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
職
員
の
勤
務
時

 　

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
定
を
新
た
な
条
例
と

し
て
制
定
し
た
も
の
で
す
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
育
児
短
時
間
勤

務
の
規
定
が
創
設
さ
れ
、
該
当
す
る
職
員
の
一
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
、
再
任
用
短
時
間
職
員
の

定
義
、
勤
務
条
件
等
を
加
え
た
条
例
改
正
で
す
。

（
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
１
号　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金

　

 

組
合
規
約
（
一
部
変
更
協
議
）

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
か
ら
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。
自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
が
悪
化
し
、「
財
政
再
生
団

体
」
に
転
落
す
る
恐
れ
の
あ
る
自
治
体
に
対
し
、

緊
急
避
難
的
な
措
置
と
し
て
、
普
通
納
付
金
の
返

還
の
特
例
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
過
疎
地
域
自
立

　

 

促
進
市
町
村
計
画
（
一
部
変
更
協
議
）

　

老
朽
化
が
著
し
い
医
師
住
宅（
昭
和　

年
建
築
）

に
替
え
て
、
新
た
な
住
宅
２
棟
（
事
業
費
３
千
６

百
万
円
）
を
建
設
。
そ
の
財
源
と
し
て
過
疎
対
策

事
業
債
を
借
り
る
た
め
の
計
画
変
更
で
す
。

○ 

議
案
第
３
号　

議
会
の
議
員
等
の
報
酬
額

　
 

及
び
費
用
弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す

　
 

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
議
会
議
員

の
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
規
定
を
他
の
行

政
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
等
の
支
給
方
法
と
分

離
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
も
と
の
条
例
か
ら

議
会
議
員
に
関
す
る
規
定
を
削
り
、
文
言
の
整
理

を
行
な
っ
た
条
例
改
正
で
す
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
４
号　

議
会
の
議
員
報
酬
額
及
び
費
用

　

 

弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

議
案
第
３
号
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
議
員
報
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　歳入歳出予算の総額に１千５百５４万
８千円を追加し、予算総額は３０億３千
１８万３千円に。
　歳出補正の主なものは、地元学推進事
業関連費２９７万円、環境保全推進事業
関連費１００万円、社会福祉法人南宗谷
福祉会天北厚生園第一ふれあいホーム整
備事業補助金４９７万円、学校支援地域
本部関連費１６２万円などです。
　歳入補正では、道補助金として地域政
策総合補助金（地元額推進事業分）２０
０万円、自治総合センター環境保全推進
事業助成金１００万円、学校支援地域本
部事業委託金（道委託金）１６２万円を
計上しています。

○ 議案第６号　平成20年度一般
　 会計補正予算

　歳入歳出予算の総額に１千９百６５万
３千円を追加し、予算総額は３億８百８
５万円に。歳出歳入それぞれ、退職被保
険者の保険給付費を中心に１千８百１７
万円を追加しています。

○ 議案第７号　平成20年度国民
　 健康保険事業特別会計補正予算

　歳入歳出予算の総額に３百４２万円を
追加し、予算総額は１億８千８百２３万
９千円に。歳出では、前年度介護給付費
（国・道費）の返還金として３４２万円
を計上。同額を前年度繰越金として歳入
に計上しています。

○ 議案第８号　平成20年度介護
　 保険事業特別会計補正予算

●主な質疑
Ｑ 東海林委員

Ａ 米屋総務課長

　予算計上した新規事業（地元学推進事
業、環境保全推進事業、学校支援地域本
部事業）には、事業内容を議案添付すべ
きではないか。

　次回からそのようにしたい。
Ｑ 本多委員

Ａ 小林まちづくり推進課長

　環境保全推進事業、学校支援地域本部
事業とは、どのようなものか。

　頓別川の河川環境の素晴らしさを調査
し、環境メッセージを発するための事業
である。
Ａ 石川教育長職務代行者（次長）
　地域全体で学校支援に取り組み教員に
こどもと向き合う時間を確保するための
事業である。

Ａ 

中
原
産
業
建
設
課
参
事
・
小
林
ま
ち
づ
く
り
推

　

 

進
課
長

Ｑ 

本
多
議
員
・
東
海
林
議
員

●
主
な
質
疑

　

築
後　

年
で
老
朽
化
し
な
い
よ
う
、
維
持
管
理

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

建
築
額
（
坪
単
価
）
は
妥
当
か
。
施
工
に
つ
い

て
管
理
監
督
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

建
築
額
に
見
合
っ
た
耐
久
性
の
高
い
住
宅
に
な

る
よ
う
適
切
に
管
理
監
督
し
た
い
。

Ａ 

青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

病
院
資
産
と
し
て
、適
正
に
維
持
管
理
し
た
い
。

議決された議案
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条例・補正予算
　第３回定例会では、地方自治法の改正などに伴い
議会会議規則の一部改正ほか３件の条例案・補正予
算案が提案され、いずれも可決されました。
　議案内容と主な質疑をお知らせします。

っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
人
災
で
あ
り
、

管
理
が
不
十
分
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

公住家賃滞納者に差押検討を
　　　　連帯保証人の保証能力確認すべき

　

軒
下
が
折
れ
た
の
は
、
積
雪
に
よ
る
も

の
だ
が
、
固
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
か
な
か

っ
た
の
は
教
育
委
員
会
に
も
責
任
が
あ
る
。

修
理
費
用
は
約
百
万
円
で
あ
り
、
災
害
と

し
て
認
定
さ
れ
共
済
保
険
が
適
用
さ
れ
た
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

Ｑ
柳
澤
委
員

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
が
、
今
の
段
階
で

は
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
そ
の

よ
う
に
進
め
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

連
帯
保
証
人
の
保
証
能
力
の
確
認
、
不

在
、
欠
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員
・
東
海
林
委
員
長

　

い
ま
現
在
、
全
入
居
者
の
連
帯
保
証
人

の
調
査
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の

結
果
で
把
握
し
た
い
。
連
帯
保
証
人
が
欠

け
て
い
る
場
合
、
保
証
能
力
が
な
い
場
合

は
、
請
書
の
再
提
出
を
求
め
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

星
川
議
員
の
一
般
質
問
に
対
し
、
町
長

は
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
上
、
実
質
公

債
費
比
率
の
健
全
化
基
準
で
あ
る　

％
未

満
を
達
成
す
る
年
度
を
一
年
早
く
達
成
し

た
い
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を

伺
う
。

Ｑ
石
神
委
員

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
３
ヵ
年
平
均
で

算
出
さ
れ
る
。
平
成　

年
度
ま
で
の
単
年

度
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成　

年
度
の

計
画
に
反
映
さ
れ
る
。

　

平
成　

年
度
分
の
数
値
は
交
付
税
が
増

え
た
の
で　

％
台
に
な
る
と
思
う
。

　

今
後
、
起
債
の
借
入
額
を
減
ら
し
て
い

け
ば
、
現
在
の
数
値　

年
度　

・
９
、　

年
度　

・
８
％
を
使
用
し
て
も
平
成　

年

度
は
、　

・
２
％
に
な
る
。
平
成　

年
度

Ａ
野
邑
町
長

　

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
繰
越
額
が
５

百
万
円
近
く
に
上
っ
て
い
る
。
滞
納
者
本

人
、
連
帯
保
証
人
へ
の
町
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

滞
納
処
分
の
問
題
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
滞
納
整
理
要
領
が
つ
く
ら
れ
て

い
な
い
部
署
も
あ
る
。
滞
納
額
を
増
や
さ

な
い
対
策
を
伺
う
。

Ｑ
柳
澤
委
員

を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
不
手
際
を
お
詫
び

す
る
。

　

現
年
度
課
税
分
は
、
完
納
を
め
ざ
し
て

い
る
。
現
在
の
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
毎

月
個
別
訪
問
し
納
税
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
滞
納
額
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
財
産
の
差
押
さ
え
を
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
町
と

し
て
差
押
さ
え
を
し
た
経
緯
は
な
い
の
で
、

対
象
者
の
生
活
状
況
に
配
慮
し
、
法
的
根

拠
を
学
習
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

　

平
成　

年
６
月
に
町
営
住
宅
家
賃
滞
納

整
理
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
を
定
め
た

の
で
、
今
後
は
そ
れ
に
基
づ
き
滞
納
整
理

を
進
め
る
。
滞
納
者
は
現
在　

名
。
最
初

は
、
本
人
に
面
談
を
行
い
、
分
割
納
付
等

が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
の
段

階
で
、
連
帯
保
証
人
ま
で
請
求
し
て
い
る

事
案
は
な
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

成
人
式
の
開
始
時
間
は
午
後
４
時
と
な

っ
て
い
る
が
、
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
で
は
、
滞
納

者
一
名
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て
、
誤

り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
納
欠
損
処
分

の
前
提
と
な
る
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
た
の

か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

札
幌
圏
か
ら
の
参
加
者
の
こ
と
も
考
慮

し
、
現
在
の
開
始
時
間
と
な
っ
た
。
平
成

　

年
か
ら
は
、
開
催
月
日
、
開
始
時
間
を

１
月
５
日
、
午
後
４
時
か
ら
に
固
定
し
た

い
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

監
査
委
員
の
指
摘
の
と
お
り
、
執
行
停

止
（
滞
納
処
分
）
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

死
亡
者
で
あ
り
、
財
産
が
な
い
こ
と
か
ら
、

滞
納
処
分
（
執
行
停
止
か
ら
３
年
）
に
よ

る
不
納
欠
損
が
で
き
な
い
事
案
で
あ
っ
た
。

本
来
は
消
滅
時
効
に
よ
る
不
納
欠
損
処
分

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

使
用
料
及
び
手
数
料

一
般
会
計
歳
入

町　
　
　
　
　

税
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現
在
の
町
の
対
策
で
滞
納
額
が
減
る
と

は
思
え
な
い
。
一
年
間
未
納
が
あ
れ
ば
、

連
帯
保
証
人
に
支
払
っ
て
も
ら
う
責
任
規

定
を
賃
貸
契
約
の
中
に
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

取
扱
要
領
で
は
、
新
た
な
滞
納
者
に
は
、

５
ヶ
月
目
に
連
帯
保
証
人
に
通
知
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
年
数
で
は
な
い
が
、

滞
納
額
が　

万
円
以
上
に
な
っ
た
ら
、
連

帯
保
証
人
に
請
求
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
一
定
期
間
経
過
後
の
請
求
規

定
は
検
討
し
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

こ
れ
ま
で
の
請
書
（
保
証
人
契
約
）
に

は
、
一
定
額
以
上
に
な
っ
た
ら
連
帯
保
証

人
に
請
求
す
る
と
い
う
規
定
が
な
い
の
で

遡
っ
て
適
用
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
滞

納
者
に
つ
い
て
は
、
請
書
の
中
に
そ
の
規

定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
百
万
円
を
超

え
る
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
分
納
に

Ａ
野
邑
町
長

　

連
帯
保
証
人
も
亡
く
な
っ
た
り
、
経
済

的
負
担
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。

滞
納
年
数
が
一
定
期
間
過
ぎ
た
場
合
、
連

帯
保
証
人
に
請
求
す
る
規
定
が
必
要
で
は

な
い
か
。
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一
般
会
計
総
括
質
疑

よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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平成１９年度全会計決算を認定！
　決算審査は、議会が決定した予算が適正に執行されているか
どうかを審査するとともに、住民に代わって行政効果を検証す
るものです。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（東海林繁幸委員長）が設置され、休会中に各会計決算を集中
審査。一般会計をはじめとする８会計すべてが認定されました。
　認定にあたって、「自治体財政健全化法」に基づく早期健全
化団体となることが確実な情勢から、議員・特別職報酬の見直
しを求める附帯意見が付されました。

実
質
公
債
費
比
率　

･

８
％
に
上
昇

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
早
期
健
全
化
団
体
確
実
に
！

28

　

一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で　

億
２
千
２
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成　

年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
、
公
債
費
の
借
入
を
中
心

に
約
７
億
円
削
減
さ
れ
た
超
緊
縮
型
の
財
政

を
証
明
す
る
決
算
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
ほ
か　

基
金
の
残
高
が
前

年
度
末
に
比
べ
２
億
４
千
９
百
万
円
減
り
、

　

億
９
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
減
っ

た
基
金
の
中
に
は
、
法
人
化
さ
れ
た
天
北
厚

生
園
へ
の
補
助
金
及
び
同
職
員
の
退
職
手
当

分
１
億
５
千
１
百　

万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

公
債
費
の
借
入（
元
金
）残
高（
表
２
）は
、

前
年
度
に
比
べ
２
億
４
千
８
百
万
円
減
り
、

　

億
２
千
７
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
赤
ん
坊
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
町
民
一
人

当
り
４
３
９
万
円
の
借
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

国
保
病
院
会
計
（
収
益
的
収
支
）
は
、
６

年
ぶ
り
に
３
百
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、

そ
の
分
、
累
積
欠
損
金
は
微
減
し
、
２
億
９

千
５
百　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
営
企
業
健
全
化
計
画
に
伴
う
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
３
百
万
円
を
特
別
利
益
と
し
て

計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

財
務
指
数
（
表
３
）
を
見
る
と
、
実
質
公

債
費
比
率
（
３
ヵ
年
平
均
）
が　
・
８
ま
で

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
こ
の
比
率
が
健
全
化

基
準　

％
未
満
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
自
治
体

財
政
健
全
化
法
（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
く
「
早
期

健
全
化
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
団
体
に
な
っ
た
自
治
体
の
長

は
、
最
短
で
健
全
化
基
準
を
下
回
る
よ
う
、

財
政
悪
化
の
要
因
の
分
析
、
早
期
健
全
化
の

基
本
方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
健
全
化
判
断
比
率

を
公
表
し
た
年
度
末
ま
で
に
つ
く
ら
れ
、
議

会
の
議
決
と
住
民
へ
の
公
表
、
知
事
へ
の
報

告
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
実
施
状
況
は
、
前
年
度
決
算
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
毎
年
９
月　

日

ま
で
に
議
会
に
報
告
し
、
住
民
に
も
公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
財
政
健
全

化
計
画
を
つ
く
る
に
当
り
、
公
認
会
計
士
等

と
の
契
約
に
よ
る
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
議
会
に
報
告
さ

れ
た
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
（
基
準
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
実
質
赤
字
比
率
：
該
当
な
し
（　

％
）、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
：
該
当
な
し（　

％
）、

③
実
質
公
債
費
比
率
：　

 

・
８
％
（　

％
）、

④
将
来
負
担
比
率
１
２
８
・
９
％
（
３
５

０
％
）

　

病
院
や
上
下
水
道
事
業
な
ど
、
地
方
公
営

企
業
の
経
営
健
全
化
を
判
断
す
る
「
資
金
不

足
比
率
」
の
健
全
化
基
準
は　

％
で
す
が
、

平
成　

年
度
決
算
で
は
い
ず
れ
の
事
業
に
お

い
て
も
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
町
税
等
の

滞
納
整
理
の
必
要
性
と
財
政
悪
化
に
つ
い

て
、
議
会
の
責
任
を
痛
感
し
つ
つ
、
次
の
意

見
を
付
し
て
全
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

１
町
税
、
公
営
住
宅
家
賃
な
ど
に
お
い
て
多

　

額
の
滞
納
が
発
生
し
て
お
り
、
公
平
性
の

　

観
点
か
ら
今
後
よ
り
一
層
厳
し
い
徴
収
努

　

力
を
求
め
る
。

　
　

な
お
、
滞
納
整
理
の
た
め
の
事
務
処
理

　

要
領
等
は
、
よ
り
実
効
性
が
上
が
る
よ
う

　

に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

２
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、  　
・
８
％

　

に
達
し
、
財
政
の
ひ
っ
迫
は
著
し
い
。
財

　

政
悪
化
の
原
因
は
議
会
に
も
あ
り
、
懸
命

　

の
行
革
努
力
を
続
け
る
行
政
と
と
も
に
財

　

政
再
建
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

来
年
度
、
早
期
健
全
化
団
体
と
し
て
、

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
こ
と
は
必
至
の
情
勢
で
あ
り
、
各

　

会
計
の
費
用
削
減
を
は
じ
め
、
議
員
や
特

　

別
職
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

【
決
算
認
定
で
付
さ
れ
た
意
見
】

　

エ
ゾ
シ
カ
被
害
の
実
態
と
対
策
を
伺
う
。

エゾシカ被害は甚大！駆除対策に本腰を
　　　　学校評議員制度は活用されているか

Ｑ
本
多
委
員

　

交
通
事
故
と
春
先
の
牧
草
の
食
害
が
あ

る
が
、
後
は
大
き
な
被
害
は
な
い
。
平
成

　

年
度
は
、
駆
除
を
積
極
的
に
進
め
た
が
、

一
般
廃
棄
物
と
し
て
残
し
（
死
が
い
）
の

処
分
が
で
き
な
か
っ
た
。
捕
獲
場
所
で
の

埋
設
処
分
は
可
能
な
ほ
か
、
豊
富
町
に
処

分
施
設
が
で
き
た
の
で
、
平
成　

年
度
か

ら
、
そ
ち
ら
へ
運
び
処
分
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

道
産
品
で
対
応
し
て
い
る
。
現
在
も
事
故

米
な
ど
は
使
用
し
て
い
な
い
。

　

学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校
教
育
に
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
、
見
え
る
よ
う
な
活

動
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
、
効

果
は
あ
が
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
広
域
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

中
中
、
中
小
に
学
校
評
議
員
が
い
て
、

学
校
の
運
営
方
針
に
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
活
動
は
見
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
町
民
に
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
。
総

合
的
な
学
習
は
、
様
々
な
こ
と
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
と
く
に
学
習
発
表
の
機
会
を

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

学
校
評
議
員
の
報
酬
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。 

Ｑ
東
海
林
委
員
長

　

平
成　

年
度
か
ら
、
無
償
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

学
校
評
議
員
と
教
育
委
員
、
教
育
委
員

会
と
の
話
し
合
い
は
も
た
れ
て
い
る
か
。

Ｑ
星
川
委
員

　

三
者
で
の
協
議
の
場
は
、
と
く
に
設
け

て
い
な
い
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
で
教
育
委
員

会
臨
時
職
員
へ
の
未
払
い
賃
金
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

Ｑ
石
神
委
員

　

「
ゆ
め
く
ら
ぶ
」
（
旧
中
頓
別
幼
稚
園
）

の
屋
根
の
軒
下
が
折
れ
、
修
理
代
が
か
か　

Ｑ
石
神
委
員

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
、
臨
時
職
員
（

事
務
職
）
に
過
去
２
年
間
で
４
名
分
の
時

間
外
勤
務
手
当
の
積
算
誤
り
（
約
１
万
５

千
円
）
が
あ
り
、
不
足
分
は
平
成　

年
度

で
支
出
し
た
い
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

設
け
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
自
信
を
つ

け
、
成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
給

食
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
今

現
在
浜
頓
別
町
と
協
議
を
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
建
設
計
画
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。

　

成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
の
給
食
に
は

配
慮
が
必
要
だ
が
、
中
国
製
食
材
の
利
用

の
有
無
を
伺
う
。

Ｑ
本
多
委
員

　

町
道
中
頓
別
弥
生
線
は
、
片
側
３
・
５

メ
ー
ト
ル
の
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

歩
く
人
が
い
る
の
か
。
必
要
性
を
伺
う
。

Ｑ
本
多
委
員

　

平
成
６
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
お

り
、
旭
台
市
街
地
ま
で
は
生
活
道
路
、
通

学
路
、
観
光
道
路
、
産
業
道
路
等
、
様
々

な
性
格
が
あ
る
。
補
助
事
業
で
実
施
し
て

お
り
、
途
中
か
ら
歩
道
幅
を
縮
小
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
残
り
６
百
メ
ー
ト
ル
な
の

で
継
続
し
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

内
部
協
議
で
歩
道
は
い
ら
な
い
と
の
声

も
あ
っ
た
が
、
計
画
変
更
が
難
し
い
。
今

後
、
事
業
を
行
な
う
場
合
は
、
慎
重
に
計

画
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

中
国
・
天
洋
食
品
の
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

ポ
ー
ク
カ
ツ
」
を
平
成　

年　

月
に
一
度

使
用
し
て
い
る
。
残
留
農
薬
等
に
つ
い
て

調
査
し
た
が
異
常
は
な
か
っ
た
。
過
去
の

冷
凍
野
菜
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、
問

題
は
な
か
っ
た
。
以
後
は
、
国
産
品
、

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

エ
ゾ
シ
カ
は
、
群
れ
で
牧
草
地
に
出
没

し
て
い
る
。
道
の
捕
獲
許
可
を
待
つ
ま
で

も
な
く
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

今
年
度
は
、
猟
友
会
、
個
人
ハ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
、
処
分
調
整
と
し
て
１
０

０
頭
分
の
許
可
を
と
っ
て
い
る
。
野
生
生

物
と
の
共
存
を
考
え
て
来
年
度
の
計
画
を

立
て
た
い
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
、
林
業
被
害
は
、

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
、
管
内
的
、
全
道

的
問
題
で
あ
る
。
道
、
林
野
庁
に
食
害
対

策
を
求
め
て
い
る
が
、
関
係
機
関
の
腰
が

上
が
ら
な
い
の
が
現
状
。
大
き
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
お
り
、
今
後
も
対
策
を
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長 農

林
水
産
業
費

土　
　

木　
　

費

教　
　

育　
　

費

全校児童・生徒と先生全員で給食
小規模校ならではの楽しい時間
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1494
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歳出総額５１億２千２百万円
（単位：万円）

決 算 額

会 計 区 分 予算現額
歳 入 額 歳 出 額

歳入歳出

差 引 額

一  般  会  計 34 億 626 33 億 5,983 33 億 5,548 435
自 動 車 学 校 事 業 3,708 4,192 3,515 677
国 民 健 康 保 険 事 業 3 億 4,800 3 億 4,646 3 億 4,592 54
老 人 保 健 事 業 3 億 5,546 3 億 4,941 3 億 3,955 986

水 道 事 業 9,765 9,762 9,750 12

特

別

会

計
下 水 道 事 業 1 億 2,756 1 億 2,721 1 億 2,710 11
介 護 保 険 事 業 1 億 9,522 1 億 8,211 1 億 7,495 716

計 11 億 6,097 11 億 4,473 11 億 2,017 2,456

収益的収支 4 億 6,491 4 億 5,675 4 億 5,375 300公

営

企

業

国民健康保

険病院会計
資本的収支 １億 8,070 １億 8,071 １億 9,266 ▲1,195

合   計 52 億 1,284 51 億 4,202 51 億 2,206 1,996

（⑥を除き単位：％） 

年 度

項 目
平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

一般的な

数値目標

①経 常 収 支 比 率 85.6 87.0 85.9 
②起債制 限比率（単 年度 ） 18.3 18.8 18.5 
③起債制限比率（３ヵ年平均） 15.6 17.0 17.2 13％以下

④実質公債費比率（単年度） 27.3 30.0 29.2 
⑤実質公債費比率（３ヵ年平均）  26.5 28.8 18％以下

⑥財 政 力 指 数 0.121 0.124 0.119 

（単位：万円） 

区  分 平成 18 年度末 償 還 額 借 入 額 平成 19 年度末 

一 般 会 計 80 億 5,633 9 億 527 2 億 5,420 74 億 526
水 道 事 業 特 別 会 計 7 億 5,557 5,236 ― 7 億 321
下 水 道 事 業 特 別 会 計 11 億 2,116 6,786 3,870 10 億 9,200
国民健康保険病院事業 2 億 5,426 １億 8,671 １億 5,910 2 億 2,665

合     計 101 億 8,732 12 億 1,220 4 億 5,200 94 億 2,712

各会計決算の状況

公債（町債元金）借入残高の状況

財務指数（普通会計）

表１

表２

表３

※普通会計とは、本町の場合、一般会計に自動車学校事業特別会計を加えたものです。
※④⑤実質公債費比率は、基本的には分子に地方債の元利償還金（公債費）を置き、分母に標準財政規模を
　置いて求めます。分子の元利償還金に下水道や簡易水道、病院など公営企業等の支払う元利償還金への一
　般会計からの繰出金、一部事務組合等の公債費類似経費を算入するなど、連結決算の考え方を導入してい
　ます。地方債の元利償還金に準ずるものとして「一時借入金の利子」及び「公営企業債償還額」も含まれ
　ます。

　

行
革
推
進
委
員
会
の
支
出
は
ゼ
ロ
だ
が
、

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
の
か
。

決 算 審 査
特別委員会

主な質疑

決算審 査
特別委員会

主な質疑
防災計画の見直しと
　ハザードマップの作成は早急に！

Ｑ
柳
澤
委
員

　

行
革
推
進
委
員
会
は
、
委
員
の
任
期
が

切
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成　

年
度

は
開
催
し
て
い
な
い
。　

年
度
に
入
り
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ａ
米
屋
総
務
課
長

て
お
り
、
年
内
に
は
製
造
が
開
始
さ
れ
る

と
考
え
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
接
続
）

が
増
え
て
い
る
が
、
最
近
更
新
さ
れ
て
い

る
か
。

Ｑ
西
原
委
員

　

住
基
カ
ー
ド
の
導
入
か
ら
今
日
ま
で
の

発
行
枚
数
は　

枚
で
あ
る
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

　

即
時
に
と
は
い
か
な
い
が
、
更
新
し
て

い
る
。

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

保
健
事
業
に
参
加
し
な
い
人
の
健
康
状

況
の
把
握
、
ケ
ア
は
で
き
て
い
る
か
。
医

療
と
の
連
携
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

本
町
は
全
道
平
均
よ
り
も
医
療
費
が
高

い
。
保
健
事
業
の
ね
ら
い
は
、
医
療
費
の

抑
制
に
あ
る
。
人
口
の
割
に
保
健
師
の
数

は
多
い
が
、
事
業
効
果
は
あ
が
っ
て
い
る

の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

保
健
師
４
名
の
う
ち
１
名
は
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
担
当
で　

歳
以
上
に
対
応
し
て

い
る
。
Ｐ
Ｒ
不
足
も
確
か
に
あ
る
か
と
思

う
。
残
り
３
名
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と

に
健
康
相
談
、
来
ら
れ
な
い
方
々
へ
の
個

別
訪
問
を
し
て
い
る
。
全
て
の
世
帯
を
回

れ
な
い
の
で
、
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
、
病

院
、
長
寿
園
な
ど
と
連
携
を
取
り
合
っ
て
、

最
大
限
必
要
な
方
へ
の
個
別
訪
問
に
努
め

た
い
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

保
健
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
保
健

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
補

助
率
７
割
）
で
計
画
し
て
い
る
戸
数
へ
の

設
置
は
終
っ
た
の
か
。
補
助
率
を
上
げ
て
、

さ
ら
に
普
及
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。 

Ｑ
柳
澤
委
員

　

平
成　

年
度
か
ら　

戸
へ
の
普
及
を
め

ざ
し
て
事
業
を
進
め
て
き
た
。
平
成　

年

度
末
で
設
置
数
は　

戸
と
な
っ
た
。
住
宅

の
老
朽
化
で
設
置
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

新
た
な
希
望
者
は
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

補
助
率
の
問
題
で
は
な
く
、
整
備
可
能
な

住
宅
へ
の
設
置
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

師
が
毎
年
行
い
効
果
は
あ
る
と
思
う
。
国

保
加
入
者
の
医
療
費
は
確
か
に
高
い
が
、

保
健
事
業
に
よ
り
現
在
の
医
療
費
ま
で
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

防
災
計
画
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
つ
く
ら
れ
て

い
る
か
。

※

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
そ
な
え
て
、

住
民
が
自
主
的
に
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
被
害
の
想
定
さ
れ
る
区
域
と
被
害
の

程
度
、
さ
ら
に
避
難
場
所
、
避
難
経
路
な

ど
の
情
報
を
地
図
上
に
明
示
し
た
も
の
。

Ｑ
本
多
委
員

　

防
災
計
画
の
見
直
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

「
一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
」

で
、
小
頓
別
の
製
箸
工
場
に
補
助
金
が
支

出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
製
造
ラ
イ
ン

が
稼
動
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

中
長
期
行
財
政
計
画
に
基
づ
き
施
策
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
変
申
し

訳
な
く
思
う
。
諮
問
委
員
会
等
は
、
有
効

活
用
し
、
で
き
だ
け
早
く
結
論
を
得
る
よ

う
に
し
た
い
。
各
種
委
員
会
を
担
当
す
る

職
員
に
は
、
自
覚
と
自
信
、
誇
り
を
も
っ

て
仕
事
に
あ
た
る
よ
う
徹
底
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

小
頓
別
製
箸
工
場
は
、
天
そ
げ
箸
の
製

造
ラ
イ
ン
を
補
助
事
業
で
整
備
し
た
が
稼

動
し
て
い
な
い
。
中
国
か
ら
の
輸
入
箸
の

影
響
で
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
。
最
近
、

卸
売
価
格
が
上
が
っ
て
き
た
の
で
利
休
箸

を
中
心
に
単
独
で
生
産
ラ
イ
ン
を
整
備
し

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

総　
　

務　
　

費

一
般
会
計
歳
出

独自に増設した割り箸工場（写真左の建物）
機器が整い、卸値も向上しており期待が高まる

衛　
　

生　
　

費

保健師の訪問は健康維持、暮らしの悩み相談、
楽しいおしゃべりのひと時となっている
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65
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50
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歳出総額５１億２千２百万円
（単位：万円）

決 算 額

会 計 区 分 予算現額
歳 入 額 歳 出 額

歳入歳出

差 引 額

一  般  会  計 34 億 626 33 億 5,983 33 億 5,548 435
自 動 車 学 校 事 業 3,708 4,192 3,515 677
国 民 健 康 保 険 事 業 3 億 4,800 3 億 4,646 3 億 4,592 54
老 人 保 健 事 業 3 億 5,546 3 億 4,941 3 億 3,955 986

水 道 事 業 9,765 9,762 9,750 12

特

別

会

計
下 水 道 事 業 1 億 2,756 1 億 2,721 1 億 2,710 11
介 護 保 険 事 業 1 億 9,522 1 億 8,211 1 億 7,495 716

計 11 億 6,097 11 億 4,473 11 億 2,017 2,456

収益的収支 4 億 6,491 4 億 5,675 4 億 5,375 300公

営

企

業

国民健康保

険病院会計
資本的収支 １億 8,070 １億 8,071 １億 9,266 ▲1,195

合   計 52 億 1,284 51 億 4,202 51 億 2,206 1,996

（⑥を除き単位：％） 

年 度

項 目
平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

一般的な

数値目標

①経 常 収 支 比 率 85.6 87.0 85.9 
②起債制 限比率（単 年度 ） 18.3 18.8 18.5 
③起債制限比率（３ヵ年平均） 15.6 17.0 17.2 13％以下

④実質公債費比率（単年度） 27.3 30.0 29.2 
⑤実質公債費比率（３ヵ年平均）  26.5 28.8 18％以下

⑥財 政 力 指 数 0.121 0.124 0.119 

（単位：万円） 

区  分 平成 18 年度末 償 還 額 借 入 額 平成 19 年度末 

一 般 会 計 80 億 5,633 9 億 527 2 億 5,420 74 億 526
水 道 事 業 特 別 会 計 7 億 5,557 5,236 ― 7 億 321
下 水 道 事 業 特 別 会 計 11 億 2,116 6,786 3,870 10 億 9,200
国民健康保険病院事業 2 億 5,426 １億 8,671 １億 5,910 2 億 2,665

合     計 101 億 8,732 12 億 1,220 4 億 5,200 94 億 2,712

各会計決算の状況

公債（町債元金）借入残高の状況

財務指数（普通会計）

表１

表２

表３

※普通会計とは、本町の場合、一般会計に自動車学校事業特別会計を加えたものです。
※④⑤実質公債費比率は、基本的には分子に地方債の元利償還金（公債費）を置き、分母に標準財政規模を
　置いて求めます。分子の元利償還金に下水道や簡易水道、病院など公営企業等の支払う元利償還金への一
　般会計からの繰出金、一部事務組合等の公債費類似経費を算入するなど、連結決算の考え方を導入してい
　ます。地方債の元利償還金に準ずるものとして「一時借入金の利子」及び「公営企業債償還額」も含まれ
　ます。

　

行
革
推
進
委
員
会
の
支
出
は
ゼ
ロ
だ
が
、

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
の
か
。

決 算 審 査
特別委員会

主な質疑

決算審 査
特別委員会

主な質疑
防災計画の見直しと
　ハザードマップの作成は早急に！

Ｑ
柳
澤
委
員

　

行
革
推
進
委
員
会
は
、
委
員
の
任
期
が

切
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成　

年
度

は
開
催
し
て
い
な
い
。　

年
度
に
入
り
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ａ
米
屋
総
務
課
長

て
お
り
、
年
内
に
は
製
造
が
開
始
さ
れ
る

と
考
え
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
接
続
）

が
増
え
て
い
る
が
、
最
近
更
新
さ
れ
て
い

る
か
。

Ｑ
西
原
委
員

　

住
基
カ
ー
ド
の
導
入
か
ら
今
日
ま
で
の

発
行
枚
数
は　

枚
で
あ
る
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

　

即
時
に
と
は
い
か
な
い
が
、
更
新
し
て

い
る
。

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

保
健
事
業
に
参
加
し
な
い
人
の
健
康
状

況
の
把
握
、
ケ
ア
は
で
き
て
い
る
か
。
医

療
と
の
連
携
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

本
町
は
全
道
平
均
よ
り
も
医
療
費
が
高

い
。
保
健
事
業
の
ね
ら
い
は
、
医
療
費
の

抑
制
に
あ
る
。
人
口
の
割
に
保
健
師
の
数

は
多
い
が
、
事
業
効
果
は
あ
が
っ
て
い
る

の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

保
健
師
４
名
の
う
ち
１
名
は
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
担
当
で　

歳
以
上
に
対
応
し
て

い
る
。
Ｐ
Ｒ
不
足
も
確
か
に
あ
る
か
と
思

う
。
残
り
３
名
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と

に
健
康
相
談
、
来
ら
れ
な
い
方
々
へ
の
個

別
訪
問
を
し
て
い
る
。
全
て
の
世
帯
を
回

れ
な
い
の
で
、
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
、
病

院
、
長
寿
園
な
ど
と
連
携
を
取
り
合
っ
て
、

最
大
限
必
要
な
方
へ
の
個
別
訪
問
に
努
め

た
い
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

保
健
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
保
健

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
補

助
率
７
割
）
で
計
画
し
て
い
る
戸
数
へ
の

設
置
は
終
っ
た
の
か
。
補
助
率
を
上
げ
て
、

さ
ら
に
普
及
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。 

Ｑ
柳
澤
委
員

　

平
成　

年
度
か
ら　

戸
へ
の
普
及
を
め

ざ
し
て
事
業
を
進
め
て
き
た
。
平
成　

年

度
末
で
設
置
数
は　

戸
と
な
っ
た
。
住
宅

の
老
朽
化
で
設
置
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

新
た
な
希
望
者
は
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

補
助
率
の
問
題
で
は
な
く
、
整
備
可
能
な

住
宅
へ
の
設
置
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

師
が
毎
年
行
い
効
果
は
あ
る
と
思
う
。
国

保
加
入
者
の
医
療
費
は
確
か
に
高
い
が
、

保
健
事
業
に
よ
り
現
在
の
医
療
費
ま
で
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

防
災
計
画
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
つ
く
ら
れ
て

い
る
か
。

※

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
そ
な
え
て
、

住
民
が
自
主
的
に
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
被
害
の
想
定
さ
れ
る
区
域
と
被
害
の

程
度
、
さ
ら
に
避
難
場
所
、
避
難
経
路
な

ど
の
情
報
を
地
図
上
に
明
示
し
た
も
の
。

Ｑ
本
多
委
員

　

防
災
計
画
の
見
直
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

「
一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
」

で
、
小
頓
別
の
製
箸
工
場
に
補
助
金
が
支

出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
製
造
ラ
イ
ン

が
稼
動
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

中
長
期
行
財
政
計
画
に
基
づ
き
施
策
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
変
申
し

訳
な
く
思
う
。
諮
問
委
員
会
等
は
、
有
効

活
用
し
、
で
き
だ
け
早
く
結
論
を
得
る
よ

う
に
し
た
い
。
各
種
委
員
会
を
担
当
す
る

職
員
に
は
、
自
覚
と
自
信
、
誇
り
を
も
っ

て
仕
事
に
あ
た
る
よ
う
徹
底
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

小
頓
別
製
箸
工
場
は
、
天
そ
げ
箸
の
製

造
ラ
イ
ン
を
補
助
事
業
で
整
備
し
た
が
稼

動
し
て
い
な
い
。
中
国
か
ら
の
輸
入
箸
の

影
響
で
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
。
最
近
、

卸
売
価
格
が
上
が
っ
て
き
た
の
で
利
休
箸

を
中
心
に
単
独
で
生
産
ラ
イ
ン
を
整
備
し

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

総　
　

務　
　

費

一
般
会
計
歳
出

独自に増設した割り箸工場（写真左の建物）
機器が整い、卸値も向上しており期待が高まる

衛　
　

生　
　

費

保健師の訪問は健康維持、暮らしの悩み相談、
楽しいおしゃべりのひと時となっている
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65

13

50

19
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平成１９年度全会計決算を認定！
　決算審査は、議会が決定した予算が適正に執行されているか
どうかを審査するとともに、住民に代わって行政効果を検証す
るものです。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委員会」
（東海林繁幸委員長）が設置され、休会中に各会計決算を集中
審査。一般会計をはじめとする８会計すべてが認定されました。
　認定にあたって、「自治体財政健全化法」に基づく早期健全
化団体となることが確実な情勢から、議員・特別職報酬の見直
しを求める附帯意見が付されました。

実
質
公
債
費
比
率　

･

８
％
に
上
昇

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
早
期
健
全
化
団
体
確
実
に
！

28

　

一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で　

億
２
千
２
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成　

年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
、
公
債
費
の
借
入
を
中
心

に
約
７
億
円
削
減
さ
れ
た
超
緊
縮
型
の
財
政

を
証
明
す
る
決
算
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
ほ
か　

基
金
の
残
高
が
前

年
度
末
に
比
べ
２
億
４
千
９
百
万
円
減
り
、

　

億
９
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
減
っ

た
基
金
の
中
に
は
、
法
人
化
さ
れ
た
天
北
厚

生
園
へ
の
補
助
金
及
び
同
職
員
の
退
職
手
当

分
１
億
５
千
１
百　

万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

公
債
費
の
借
入（
元
金
）残
高（
表
２
）は
、

前
年
度
に
比
べ
２
億
４
千
８
百
万
円
減
り
、

　

億
２
千
７
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
赤
ん
坊
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
町
民
一
人

当
り
４
３
９
万
円
の
借
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

国
保
病
院
会
計
（
収
益
的
収
支
）
は
、
６

年
ぶ
り
に
３
百
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、

そ
の
分
、
累
積
欠
損
金
は
微
減
し
、
２
億
９

千
５
百　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
営
企
業
健
全
化
計
画
に
伴
う
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
３
百
万
円
を
特
別
利
益
と
し
て

計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

財
務
指
数
（
表
３
）
を
見
る
と
、
実
質
公

債
費
比
率
（
３
ヵ
年
平
均
）
が　
・
８
ま
で

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
こ
の
比
率
が
健
全
化

基
準　

％
未
満
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
自
治
体

財
政
健
全
化
法
（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
く
「
早
期

健
全
化
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
団
体
に
な
っ
た
自
治
体
の
長

は
、
最
短
で
健
全
化
基
準
を
下
回
る
よ
う
、

財
政
悪
化
の
要
因
の
分
析
、
早
期
健
全
化
の

基
本
方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
健
全
化
判
断
比
率

を
公
表
し
た
年
度
末
ま
で
に
つ
く
ら
れ
、
議

会
の
議
決
と
住
民
へ
の
公
表
、
知
事
へ
の
報

告
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
実
施
状
況
は
、
前
年
度
決
算
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
毎
年
９
月　

日

ま
で
に
議
会
に
報
告
し
、
住
民
に
も
公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
財
政
健
全

化
計
画
を
つ
く
る
に
当
り
、
公
認
会
計
士
等

と
の
契
約
に
よ
る
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
議
会
に
報
告
さ

れ
た
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
（
基
準
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
実
質
赤
字
比
率
：
該
当
な
し
（　

％
）、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
：
該
当
な
し（　

％
）、

③
実
質
公
債
費
比
率
：　

 

・
８
％
（　

％
）、

④
将
来
負
担
比
率
１
２
８
・
９
％
（
３
５

０
％
）

　

病
院
や
上
下
水
道
事
業
な
ど
、
地
方
公
営

企
業
の
経
営
健
全
化
を
判
断
す
る
「
資
金
不

足
比
率
」
の
健
全
化
基
準
は　

％
で
す
が
、

平
成　

年
度
決
算
で
は
い
ず
れ
の
事
業
に
お

い
て
も
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
町
税
等
の

滞
納
整
理
の
必
要
性
と
財
政
悪
化
に
つ
い

て
、
議
会
の
責
任
を
痛
感
し
つ
つ
、
次
の
意

見
を
付
し
て
全
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

１
町
税
、
公
営
住
宅
家
賃
な
ど
に
お
い
て
多

　

額
の
滞
納
が
発
生
し
て
お
り
、
公
平
性
の

　

観
点
か
ら
今
後
よ
り
一
層
厳
し
い
徴
収
努

　

力
を
求
め
る
。

　
　

な
お
、
滞
納
整
理
の
た
め
の
事
務
処
理

　

要
領
等
は
、
よ
り
実
効
性
が
上
が
る
よ
う

　

に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

２
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、  　
・
８
％

　

に
達
し
、
財
政
の
ひ
っ
迫
は
著
し
い
。
財

　

政
悪
化
の
原
因
は
議
会
に
も
あ
り
、
懸
命

　

の
行
革
努
力
を
続
け
る
行
政
と
と
も
に
財

　

政
再
建
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

来
年
度
、
早
期
健
全
化
団
体
と
し
て
、

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
こ
と
は
必
至
の
情
勢
で
あ
り
、
各

　

会
計
の
費
用
削
減
を
は
じ
め
、
議
員
や
特

　

別
職
報
酬
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

【
決
算
認
定
で
付
さ
れ
た
意
見
】

　

エ
ゾ
シ
カ
被
害
の
実
態
と
対
策
を
伺
う
。

エゾシカ被害は甚大！駆除対策に本腰を
　　　　学校評議員制度は活用されているか

Ｑ
本
多
委
員

　

交
通
事
故
と
春
先
の
牧
草
の
食
害
が
あ

る
が
、
後
は
大
き
な
被
害
は
な
い
。
平
成

　

年
度
は
、
駆
除
を
積
極
的
に
進
め
た
が
、

一
般
廃
棄
物
と
し
て
残
し
（
死
が
い
）
の

処
分
が
で
き
な
か
っ
た
。
捕
獲
場
所
で
の

埋
設
処
分
は
可
能
な
ほ
か
、
豊
富
町
に
処

分
施
設
が
で
き
た
の
で
、
平
成　

年
度
か

ら
、
そ
ち
ら
へ
運
び
処
分
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
長

道
産
品
で
対
応
し
て
い
る
。
現
在
も
事
故

米
な
ど
は
使
用
し
て
い
な
い
。

　

学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校
教
育
に
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
、
見
え
る
よ
う
な
活

動
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
、
効

果
は
あ
が
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
広
域
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

中
中
、
中
小
に
学
校
評
議
員
が
い
て
、

学
校
の
運
営
方
針
に
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
活
動
は
見
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
町
民
に
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
。
総

合
的
な
学
習
は
、
様
々
な
こ
と
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
と
く
に
学
習
発
表
の
機
会
を

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

学
校
評
議
員
の
報
酬
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。 

Ｑ
東
海
林
委
員
長

　

平
成　

年
度
か
ら
、
無
償
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

学
校
評
議
員
と
教
育
委
員
、
教
育
委
員

会
と
の
話
し
合
い
は
も
た
れ
て
い
る
か
。

Ｑ
星
川
委
員

　

三
者
で
の
協
議
の
場
は
、
と
く
に
設
け

て
い
な
い
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
で
教
育
委
員

会
臨
時
職
員
へ
の
未
払
い
賃
金
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

Ｑ
石
神
委
員

　

「
ゆ
め
く
ら
ぶ
」
（
旧
中
頓
別
幼
稚
園
）

の
屋
根
の
軒
下
が
折
れ
、
修
理
代
が
か
か　

Ｑ
石
神
委
員

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
、
臨
時
職
員
（

事
務
職
）
に
過
去
２
年
間
で
４
名
分
の
時

間
外
勤
務
手
当
の
積
算
誤
り
（
約
１
万
５

千
円
）
が
あ
り
、
不
足
分
は
平
成　

年
度

で
支
出
し
た
い
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

設
け
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
自
信
を
つ

け
、
成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
給

食
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
今

現
在
浜
頓
別
町
と
協
議
を
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
建
設
計
画
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。

　

成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
の
給
食
に
は

配
慮
が
必
要
だ
が
、
中
国
製
食
材
の
利
用

の
有
無
を
伺
う
。

Ｑ
本
多
委
員

　

町
道
中
頓
別
弥
生
線
は
、
片
側
３
・
５

メ
ー
ト
ル
の
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

歩
く
人
が
い
る
の
か
。
必
要
性
を
伺
う
。

Ｑ
本
多
委
員

　

平
成
６
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
お

り
、
旭
台
市
街
地
ま
で
は
生
活
道
路
、
通

学
路
、
観
光
道
路
、
産
業
道
路
等
、
様
々

な
性
格
が
あ
る
。
補
助
事
業
で
実
施
し
て

お
り
、
途
中
か
ら
歩
道
幅
を
縮
小
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
残
り
６
百
メ
ー
ト
ル
な
の

で
継
続
し
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

内
部
協
議
で
歩
道
は
い
ら
な
い
と
の
声

も
あ
っ
た
が
、
計
画
変
更
が
難
し
い
。
今

後
、
事
業
を
行
な
う
場
合
は
、
慎
重
に
計

画
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

中
国
・
天
洋
食
品
の
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ

ポ
ー
ク
カ
ツ
」
を
平
成　

年　

月
に
一
度

使
用
し
て
い
る
。
残
留
農
薬
等
に
つ
い
て

調
査
し
た
が
異
常
は
な
か
っ
た
。
過
去
の

冷
凍
野
菜
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、
問

題
は
な
か
っ
た
。
以
後
は
、
国
産
品
、

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

エ
ゾ
シ
カ
は
、
群
れ
で
牧
草
地
に
出
没

し
て
い
る
。
道
の
捕
獲
許
可
を
待
つ
ま
で

も
な
く
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

今
年
度
は
、
猟
友
会
、
個
人
ハ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
、
処
分
調
整
と
し
て
１
０

０
頭
分
の
許
可
を
と
っ
て
い
る
。
野
生
生

物
と
の
共
存
を
考
え
て
来
年
度
の
計
画
を

立
て
た
い
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
、
林
業
被
害
は
、

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
、
管
内
的
、
全
道

的
問
題
で
あ
る
。
道
、
林
野
庁
に
食
害
対

策
を
求
め
て
い
る
が
、
関
係
機
関
の
腰
が

上
が
ら
な
い
の
が
現
状
。
大
き
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
お
り
、
今
後
も
対
策
を
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長 農

林
水
産
業
費

土　
　

木　
　

費

教　
　

育　
　

費

全校児童・生徒と先生全員で給食
小規模校ならではの楽しい時間
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補正予算のあらまし

○ 

発
議
第
１
号　

中
頓
別
町
議
会
会
議
規
則

　

（
一
部
改
正
）

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
議
会
会
議

規
則
（
第
１
１
９
条
第
１
項
）
の
引
用
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

■
提
案
（
発
議
）
者　

藤
田
首
健

■
賛
成
者　

村
山
義
明

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
職
員
の
勤
務
時

 　

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
定
を
新
た
な
条
例
と

し
て
制
定
し
た
も
の
で
す
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
育
児
短
時
間
勤

務
の
規
定
が
創
設
さ
れ
、
該
当
す
る
職
員
の
一
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
、
再
任
用
短
時
間
職
員
の

定
義
、
勤
務
条
件
等
を
加
え
た
条
例
改
正
で
す
。

（
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
１
号　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金

　

 

組
合
規
約
（
一
部
変
更
協
議
）

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
か
ら
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。
自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
が
悪
化
し
、「
財
政
再
生
団

体
」
に
転
落
す
る
恐
れ
の
あ
る
自
治
体
に
対
し
、

緊
急
避
難
的
な
措
置
と
し
て
、
普
通
納
付
金
の
返

還
の
特
例
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
過
疎
地
域
自
立

　

 

促
進
市
町
村
計
画
（
一
部
変
更
協
議
）

　

老
朽
化
が
著
し
い
医
師
住
宅（
昭
和　

年
建
築
）

に
替
え
て
、
新
た
な
住
宅
２
棟
（
事
業
費
３
千
６

百
万
円
）
を
建
設
。
そ
の
財
源
と
し
て
過
疎
対
策

事
業
債
を
借
り
る
た
め
の
計
画
変
更
で
す
。

○ 

議
案
第
３
号　

議
会
の
議
員
等
の
報
酬
額

　

 

及
び
費
用
弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す

　

 

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
議
会
議
員

の
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
規
定
を
他
の
行

政
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
等
の
支
給
方
法
と
分

離
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
も
と
の
条
例
か
ら

議
会
議
員
に
関
す
る
規
定
を
削
り
、
文
言
の
整
理

を
行
な
っ
た
条
例
改
正
で
す
。（
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
４
号　

議
会
の
議
員
報
酬
額
及
び
費
用

　

 

弁
償
並
び
に
そ
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

議
案
第
３
号
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
議
員
報
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　歳入歳出予算の総額に１千５百５４万
８千円を追加し、予算総額は３０億３千
１８万３千円に。
　歳出補正の主なものは、地元学推進事
業関連費２９７万円、環境保全推進事業
関連費１００万円、社会福祉法人南宗谷
福祉会天北厚生園第一ふれあいホーム整
備事業補助金４９７万円、学校支援地域
本部関連費１６２万円などです。
　歳入補正では、道補助金として地域政
策総合補助金（地元額推進事業分）２０
０万円、自治総合センター環境保全推進
事業助成金１００万円、学校支援地域本
部事業委託金（道委託金）１６２万円を
計上しています。

○ 議案第６号　平成20年度一般
　 会計補正予算

　歳入歳出予算の総額に１千９百６５万
３千円を追加し、予算総額は３億８百８
５万円に。歳出歳入それぞれ、退職被保
険者の保険給付費を中心に１千８百１７
万円を追加しています。

○ 議案第７号　平成20年度国民
　 健康保険事業特別会計補正予算

　歳入歳出予算の総額に３百４２万円を
追加し、予算総額は１億８千８百２３万
９千円に。歳出では、前年度介護給付費
（国・道費）の返還金として３４２万円
を計上。同額を前年度繰越金として歳入
に計上しています。

○ 議案第８号　平成20年度介護
　 保険事業特別会計補正予算

●主な質疑
Ｑ 東海林委員

Ａ 米屋総務課長

　予算計上した新規事業（地元学推進事
業、環境保全推進事業、学校支援地域本
部事業）には、事業内容を議案添付すべ
きではないか。

　次回からそのようにしたい。
Ｑ 本多委員

Ａ 小林まちづくり推進課長

　環境保全推進事業、学校支援地域本部
事業とは、どのようなものか。

　頓別川の河川環境の素晴らしさを調査
し、環境メッセージを発するための事業
である。
Ａ 石川教育長職務代行者（次長）
　地域全体で学校支援に取り組み教員に
こどもと向き合う時間を確保するための
事業である。

Ａ 

中
原
産
業
建
設
課
参
事
・
小
林
ま
ち
づ
く
り
推

　

 

進
課
長

Ｑ 

本
多
議
員
・
東
海
林
議
員

●
主
な
質
疑

　

築
後　

年
で
老
朽
化
し
な
い
よ
う
、
維
持
管
理

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

建
築
額
（
坪
単
価
）
は
妥
当
か
。
施
工
に
つ
い

て
管
理
監
督
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

建
築
額
に
見
合
っ
た
耐
久
性
の
高
い
住
宅
に
な

る
よ
う
適
切
に
管
理
監
督
し
た
い
。

Ａ 

青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

病
院
資
産
と
し
て
、適
正
に
維
持
管
理
し
た
い
。

議決された議案

25

条例・補正予算
　第３回定例会では、地方自治法の改正などに伴い
議会会議規則の一部改正ほか３件の条例案・補正予
算案が提案され、いずれも可決されました。
　議案内容と主な質疑をお知らせします。

っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
人
災
で
あ
り
、

管
理
が
不
十
分
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

公住家賃滞納者に差押検討を
　　　　連帯保証人の保証能力確認すべき

　

軒
下
が
折
れ
た
の
は
、
積
雪
に
よ
る
も

の
だ
が
、
固
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
か
な
か

っ
た
の
は
教
育
委
員
会
に
も
責
任
が
あ
る
。

修
理
費
用
は
約
百
万
円
で
あ
り
、
災
害
と

し
て
認
定
さ
れ
共
済
保
険
が
適
用
さ
れ
た
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

Ｑ
柳
澤
委
員

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
が
、
今
の
段
階
で

は
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
そ
の

よ
う
に
進
め
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

連
帯
保
証
人
の
保
証
能
力
の
確
認
、
不

在
、
欠
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員
・
東
海
林
委
員
長

　

い
ま
現
在
、
全
入
居
者
の
連
帯
保
証
人

の
調
査
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の

結
果
で
把
握
し
た
い
。
連
帯
保
証
人
が
欠

け
て
い
る
場
合
、
保
証
能
力
が
な
い
場
合

は
、
請
書
の
再
提
出
を
求
め
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

星
川
議
員
の
一
般
質
問
に
対
し
、
町
長

は
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
上
、
実
質
公

債
費
比
率
の
健
全
化
基
準
で
あ
る　

％
未

満
を
達
成
す
る
年
度
を
一
年
早
く
達
成
し

た
い
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を

伺
う
。

Ｑ
石
神
委
員

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
３
ヵ
年
平
均
で

算
出
さ
れ
る
。
平
成　

年
度
ま
で
の
単
年

度
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成　

年
度
の

計
画
に
反
映
さ
れ
る
。

　

平
成　

年
度
分
の
数
値
は
交
付
税
が
増

え
た
の
で　

％
台
に
な
る
と
思
う
。

　

今
後
、
起
債
の
借
入
額
を
減
ら
し
て
い

け
ば
、
現
在
の
数
値　

年
度　

・
９
、　

年
度　

・
８
％
を
使
用
し
て
も
平
成　

年

度
は
、　

・
２
％
に
な
る
。
平
成　

年
度

Ａ
野
邑
町
長

　

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
繰
越
額
が
５

百
万
円
近
く
に
上
っ
て
い
る
。
滞
納
者
本

人
、
連
帯
保
証
人
へ
の
町
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

滞
納
処
分
の
問
題
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
滞
納
整
理
要
領
が
つ
く
ら
れ
て

い
な
い
部
署
も
あ
る
。
滞
納
額
を
増
や
さ

な
い
対
策
を
伺
う
。

Ｑ
柳
澤
委
員

を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
不
手
際
を
お
詫
び

す
る
。

　

現
年
度
課
税
分
は
、
完
納
を
め
ざ
し
て

い
る
。
現
在
の
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
毎

月
個
別
訪
問
し
納
税
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
滞
納
額
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
財
産
の
差
押
さ
え
を
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
町
と

し
て
差
押
さ
え
を
し
た
経
緯
は
な
い
の
で
、

対
象
者
の
生
活
状
況
に
配
慮
し
、
法
的
根

拠
を
学
習
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

　

平
成　

年
６
月
に
町
営
住
宅
家
賃
滞
納

整
理
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
を
定
め
た

の
で
、
今
後
は
そ
れ
に
基
づ
き
滞
納
整
理

を
進
め
る
。
滞
納
者
は
現
在　

名
。
最
初

は
、
本
人
に
面
談
を
行
い
、
分
割
納
付
等

が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
の
段

階
で
、
連
帯
保
証
人
ま
で
請
求
し
て
い
る

事
案
は
な
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

成
人
式
の
開
始
時
間
は
午
後
４
時
と
な

っ
て
い
る
が
、
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
で
は
、
滞
納

者
一
名
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て
、
誤

り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
納
欠
損
処
分

の
前
提
と
な
る
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
た
の

か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

札
幌
圏
か
ら
の
参
加
者
の
こ
と
も
考
慮

し
、
現
在
の
開
始
時
間
と
な
っ
た
。
平
成

　

年
か
ら
は
、
開
催
月
日
、
開
始
時
間
を

１
月
５
日
、
午
後
４
時
か
ら
に
固
定
し
た

い
。

Ａ
石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

　

監
査
委
員
の
指
摘
の
と
お
り
、
執
行
停

止
（
滞
納
処
分
）
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

死
亡
者
で
あ
り
、
財
産
が
な
い
こ
と
か
ら
、

滞
納
処
分
（
執
行
停
止
か
ら
３
年
）
に
よ

る
不
納
欠
損
が
で
き
な
い
事
案
で
あ
っ
た
。

本
来
は
消
滅
時
効
に
よ
る
不
納
欠
損
処
分

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

使
用
料
及
び
手
数
料

一
般
会
計
歳
入

町　
　
　
　
　

税

20

　

現
在
の
町
の
対
策
で
滞
納
額
が
減
る
と

は
思
え
な
い
。
一
年
間
未
納
が
あ
れ
ば
、

連
帯
保
証
人
に
支
払
っ
て
も
ら
う
責
任
規

定
を
賃
貸
契
約
の
中
に
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

取
扱
要
領
で
は
、
新
た
な
滞
納
者
に
は
、

５
ヶ
月
目
に
連
帯
保
証
人
に
通
知
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
年
数
で
は
な
い
が
、

滞
納
額
が　

万
円
以
上
に
な
っ
た
ら
、
連

帯
保
証
人
に
請
求
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
一
定
期
間
経
過
後
の
請
求
規

定
は
検
討
し
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

こ
れ
ま
で
の
請
書
（
保
証
人
契
約
）
に

は
、
一
定
額
以
上
に
な
っ
た
ら
連
帯
保
証

人
に
請
求
す
る
と
い
う
規
定
が
な
い
の
で

遡
っ
て
適
用
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
滞

納
者
に
つ
い
て
は
、
請
書
の
中
に
そ
の
規

定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
百
万
円
を
超

え
る
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
分
納
に

Ａ
野
邑
町
長

　

連
帯
保
証
人
も
亡
く
な
っ
た
り
、
経
済

的
負
担
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。

滞
納
年
数
が
一
定
期
間
過
ぎ
た
場
合
、
連

帯
保
証
人
に
請
求
す
る
規
定
が
必
要
で
は

な
い
か
。
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一
般
会
計
総
括
質
疑

よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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早
い
段
階
（
５
年
か
ら　

年
程
度
）
で

の
解
消
を
め
ざ
し
た
い
。

なかとんべつ町議会だより１６１号 ８なかとんべつ町議会だより１６１号15

福祉灯油の条例化に道筋を！
東海林 繁 幸 　

福
祉
灯
油
の
制
度
化
を

問　

昨
年　

月
末
に
福
祉
灯
油
が
復
活
し
た
が
、
条
例
に

よ
る
制
度
で
は
な
く
、
実
施
要
綱
に
基
づ
く
予
算
措
置

で
実
現
し
た
特
例
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
年
は
、
す
で

に
灯
油
価
格
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
、
弱
者
が
冬
を
越

す
に
は
極
め
て
き
び
し
い
状
況
で
あ
り
、
次
の
二
点
を

伺
う
。

１
福
祉
灯
油
の
計
画
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

２
昨
年
実
施
し
た
内
容
で
、
対
象
範
囲
や
助
成
金
額
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
管
内
町
村
で
も
本

町
よ
り
も
高
い
助
成
額
で
あ
り
、
全
道
で
も
有
数
の
積

雪
寒
冷
地
と
し
て
の
現
況
か
ら
決
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
制
度
を
条
例
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答１
今
年
度
も
福
祉
灯
油
助
成
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
助
成
基
準
等
は
、
昨
年
同
様
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
助
成
額
は
、
今
後
の
灯
油
価
格
の
動
向
を

み
て
検
討
し
た
い
。

２
平
成　

年
度
の
福
祉
灯
油
助
成
に
つ
い
て
は
、
道

内
１
７
４
市
町
村
が
実
施
し
て
お
り
、
一
世
帯
当
た

り
１
万
円
以
下
の
支
給
額
の
市
町
村
は
１
３
７
件
。

対
象
範
囲
は
非
課
税
世
帯
で
あ
る
。
道
内
の
実
施
市

町
村
と
比
較
し
て
助
成
範
囲
や
助
成
額
は
妥
当
と
思

う
。

　

野
邑
町
長

答　

今
後
も
灯
油
の
高
騰
が
続
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
条
例
化
も
検
討
し
た
い
。
昨
年　

月
１
日
時
点
の

灯
油
単
価
は　

円
、
現
在
は
１
２
０
円
で
あ
り
、
価

格
差
か
ら
す
る
と
、
対
象
世
帯
当
り
１
万
３
千
円
程

度
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
の
灯
油
単
価
の
推
移
を

み
て
助
成
額
を
決
定
し
た
い
。

　

消
防
職
員
の
増
と
嘱
託
職
員
の
正
職
員
化
を

問１
消
防
職
員
の
定
員
は　

名
だ
が
、
現
在
は　

名

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
職
員
は
休
暇

を
取
れ
て
も
町
を
離
れ
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

こ
の
春
１
名
の
増
員
が
図
ら
れ
た
が
定
着
せ

ず
、
現
在
の
体
制
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。

　

消
防
職
員
の
不
足
は
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
任
務
と
健
康
管
理
上
問
題
が
あ
る
。

　

早
急
に
増
員
対
策
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
町
職
員
の
う
ち
、
世
帯
主
で
あ
る
職
員
が　

年

以
上
も
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
が
、
正

職
員
と
全
く
変
わ
ら
な
い
勤
務
形
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
給
与
に
格
差
が
あ
る
の
は
問
題
で
あ
り
、

是
正
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

鳥
田
消
防
支
署
長

答１
中
頓
別
支
署
で
は
、
交
通
事
故
等
に
対
応
す

る
た
め
、
職
員
間
の
取
り
決
め
で
、
常
時
救
急

隊
３
名
と
救
助
隊
４
名
、
通
信
隊
１
名
、
計
８

名
を
残
す
こ
と
に
し
て
お
り
、
休
暇
等
で
町
外

に
出
ら
れ
る
職
員
は
現
在
４
名
で
あ
る
。

　

緊
急
に
家
族
や
親
族
の
不
幸
等
で
町
外
に
出

か
け
る
場
合
、
取
り
決
め
た
人
数
を
割
る
事
も

あ
る
が
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し

て
い
る
。

　

救
急
救
命
士
学
校
の
新
卒
者
を
採
用
す
る
方

向
で
来
年
４
月
１
日
採
用
に
向
け
て
募
集
を
し

た
が
、
受
付
期
間
中
に
応
募
は
な
か
っ
た
。
今

後
は
受
付
期
間
を
延
長
し
て
募
集
を
行
う
。
財

政
上
の
理
由
も
あ
り
、
現
体
制
で
業
務
を
遂
行

し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答２
現
在
本
町
は
、
財
政
健
全
化
法
の
４
指
標
の

う
ち
、
「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
健
全
化
基
準

の　

％
以
上
で
あ
り
、
早
期
健
全
化
団
体
と
な

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
年
で

も
早
く
健
全
財
政
に
戻
す
こ
と
が
行
政
を
預
か

る
私
ど
も
の
責
任
で
あ
り
、
今
の
状
況
の
中
で

嘱
託
職
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

　

個
人
的
に
は
改
善
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
職
員
採
用
、
現
業
職

員
（
嘱
託
職
員
）
の
業
務
の
必
要
性
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

消防職員の定員充足と嘱託職員の正職員化を！
東海林 繁 幸
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12
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20

15

12

25

病院職員と消防職員が参加して行なわれた学習会
救命救急体制について活発な意見交換が行なわれた

看護師配置基準１５対１の実現遠のく
　　　　診療報酬収入の確保厳しい状況に

の
起
債
借
入
を
一
割
減
ら
す
こ
と
で
事
業

調
整
し
て
お
り
、　

年
度
決
算
で　

％
を

切
り
、
達
成
で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
。

な
ど
、
予
想
で
き
な
い
こ
と
が
発
生
し
た

た
め
、
基
準
の
ク
リ
ア
が
難
し
く
な
っ
た
。

　

医
師
、
看
護
師
養
成
費
の
支
出
が
な
い

が
、
該
当
者
が
い
な
か
っ
た
の
か
。
今
後

の
養
成
状
況
は
ど
う
か
。
確
保
に
つ
い
て

見
通
し
は
あ
る
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

看
護
基
準　

対
１
の
達
成
状
況
は
、
当

初
よ
り
も
悪
く
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｑ
藤
田
委
員

あ
る
が
、
病
院
の
赤
字
分
に
充
て
ら
れ
る

と
予
測
し
て
い
る
。
平
成　

年
度
で
、
赤

字
額
が
出
な
け
れ
ば
、
良
と
し
た
い
。

　

平
成　

年
度
は
新
規
採
用
が
１
名
お
り
、

　

万
円
を
一
括
支
給
し
た
。　

年
度
は
募

集
し
た
が
採
用
が
な
か
っ
た
。
既
存
の
看

護
師
か
ら
も
該
当
者
は
い
な
か
っ
た
。　

年
度
は
通
信
教
育
課
程
（
２
年
間
）
で
看

護
師
を
め
ざ
し
て
い
る
方
が
い
る
。

　

今
後
は
、
中
学
校
等
に
働
き
か
け
、
養

成
費
を
活
用
し
て
看
護
学
校
へ
の
進
学
を

勧
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
よ
ほ
ど
事
情
が

好
転
し
な
い
と
、
来
年
度
も
看
護
基
準　

対
１
の
実
現
は
き
び
し
い
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

当
初
予
算
で
説
明
し
た
以
後
に
、
看
護

師
長
の
退
職
や
看
護
師
の
産
前
産
後
休
暇

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

平
成　

年
度
決
算
の
単
年
度
収
支
は
１

千
１
百
万
円
の
黒
字
だ
が
、
実
質
単
年
度

収
支
は
約
１
千
５
百
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
も
大
事
だ
が
、
単
年
度

収
支
を
黒
字
に
す
る
姿
勢
も
重
要
で
は
な

い
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

町
税
が
約
１
億
７
千
万
円
で
、
一
般
会

計
の
う
ち
５
％
し
か
自
主
財
源
が
な
い
。

住
民
の
生
活
環
境
整
備
、
義
務
的
経
費
が

か
か
る
中
で
、
交
付
税
が
５
億
円
も
下
が

り
や
り
く
り
は
大
変
で
あ
る
が
、
中
長
期

行
財
政
運
営
計
画
を
ベ
ー
ス
に
改
善
を
図

っ
て
き
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
な
い

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
義
務
的
経
費
（

退
職
者
人
件
費
分
）
を
減
ら
す
こ
と
が
一

番
大
き
い
。

　

雑
巾
を
し
ぼ
っ
て
も
な
に
も
で
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
行
政
改
革
を
止
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
今
後
、
交
付
税
の
出
口

ベ
ー
ス
で
平
成　

年
度
を
下
回
ら
な
い
よ

う
に
国
に
要
望
し
た
い
。
平
成　

年
度
交

付
税
並
な
ら　

年
度
も
基
金
を
取
崩
す
こ

と
な
く
乗
り
切
れ
る
と
思
う
。
現
在
８
千

万
円
く
ら
い
の
留
保
財
源
（
交
付
税
）
が

Ａ
野
邑
町
長

10

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

Ｑ
石
神
委
員

　

来
年
に
む
け
て
取
り
組
む
よ
う
準
備
し

て
い
る
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

Ａ
野
邑
町
長

　

病
院
の
経
営
状
況
を
正
し
く
把
握
す
る

た
め
、
新
た
な
病
院
会
計
準
則
に
沿
っ
て
、

決
算
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

資
産
減
耗
費
は
、
固
定
資
産
台
帳
と
の

か
い
離
を
解
消
す
る
た
め
の
計
上
か
。
何

年
程
度
で
解
消
で
き
る
の
か
。

特
別
会
計
・企
業
会
計

20

20

20

21
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19

20

72

看護職員の不足により夜勤当番などが難航
看護師確保が大きな課題となっている

ホームページで議事録などを公開しています

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進み
ご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。
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25

22

19 95
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社教スタッフと
　　教委の連携密に

東海林 繁 幸

　

石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

答　

社
会
教
育
ス
タ
ッ
フ
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
業
務

を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
問
題
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
行
の
体
制
を
と
っ
た
の
は
、
敏
音
知
小
学
校
（
そ
う
や
自
然
学

校
）
の
利
活
用
な
ど
が
あ
り
、
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
連
携
の
必

要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に
教
委
事
務
局
が
あ
り
、
各
種
の
利

用
申
込
み
や
相
談
な
ど
容
易
に
出
来
た
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。
今

後
、
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
連
携
で
支
障
が
出
る
よ
う
な
場
合
、

出
来
る
だ
け
そ
の
支
障
を
取
り
除
い
て
い
く
努
力
を
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

現
在
の
体
制
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
当
分
の

間
、
今
の
体
制
を
続
け
る
が
、
問
題
が
あ
れ
ば
将
来
見
直
し
を
検
討

し
た
い
。

　

教
育
委
員
会
体
制
の
見
直
し
を

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
席
を
移
し
た
社
会

教
育
ス
タ
ッ
フ
（
担
当
者
）
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英

語
指
導
助
手
）
は
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携

に
支
障
は
な
い
か
、
ま
た
、
社
会
教
育
関
係

団
体
と
の
連
携
に
支
障
が
出
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
体
制
見
直
し
の
必
要
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
な
の
で
、
教
育
委
員
会

の
不
用
論
ま
で
飛
び
出
す
要
因
と
な
る
。
同

じ
庁
舎
内
で
席
が
一
緒
で
な
け
れ
ば
連
携
が

進
ま
な
い
と
す
る
考
え
は
お
か
し
い
。

　

社
会
教
育
主
事
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
任
命
権
者
は

教
育
長
で
あ
り
、
教
委
事
務
局
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

石井英正さん、米屋彰一さん
の教育委員任命に同意
　いきいきふるさと常任委員会では、所管事務調
査の結果を柳澤委員長が９月２４日の本会議で報
告しました。
その概要と集約された意見をお知らせします。
■調査の概要
　本委員会は、７月１６日から中頓別鍾乳洞の観
光の振興策について調査を行い、９月４日には、
中頓別鍾乳洞を野草園化できないか、主に植物表
示の手法を調査するため、北海道立トムテ文化の
森（名寄市）、北邦野草園及び嵐山ビジターセン
ター（鷹栖町）を視察した。
【意見】
　本調査の結果、施設運営の中核的人材の必要性
とともに、生態系全般の知識を備えた専門スタッ
フの存在が欠かせないことを再認識させられた。
　視察先の植物表示の手法を応用するにしても、
鍾乳洞及びその周辺の自然環境の保全を優先させ
るのか、あるいは観光事業を優先させるのか、両
者の位置づけを含む今後の活用の方向性が議論さ
れなければならない。
　また、北邦野草園では、常時４～５名程度のス
タッフが園内で活動しており、施設造成よりも、
管理に金がかかる、との説明が印象的であった。
　いずれの施設も市民公園的要素が強いため入場
無料であり、コスト論は二の次といった感がある。
　鍾乳洞とその周辺に野草園的要素を持ち込み、
かつ有料化をめざすならば、入場者密度の推計、
動植物を含む生態系の価値を説明できるスタッフ
と植物表示を中心とした施設の魅力化、管理費用
とその費用対効果のバランスをどのようにとるか
が課題となろう。

　いきいきふるさと常任委員会は、第４回（１２
月）定例会までに、次の事項の調査を行います。
①自治基本条例等、②環境基本条例・環境基本計
画等、③観光の振興策（中頓別鍾乳洞等）、④国
保病院の運営

次の所管事務調査

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告

協力体制の模索が続く そうや自然学校 
蔓編みの講習会　山ぶどうづるのランチボックスづくり

鍾
乳
洞
の
草
花
に
写
真
説
明
付
き
表
示
板
を
！

　
　
　
　
　

（
写
真
の
表
示
板
は
北
邦
野
草
園
）

○ 

発
議
第
１
号　

道
路
整
備
に
必
要
な
財
源

 　

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

北
海
道
は
、
道
民
の
移
動
や
物
資
の
輸
送
の
大

半
を
自
動
車
交
通
に
依
存
し
て
お
り
、
道
路
は
道

民
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
重
要

な
社
会
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
間

に
お
け
る
厳
し
い
気
象
条
件
に
加
え
、
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
時
に
発
生
す
る
交
通
障
害
や
交
通
事

故
の
多
発
、
道
路
施
設
の
計
画
的
な
補
修
・
更
新

な
ど
、
多
く
の
解
決
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

政
府
は
、
道
路
特
定
財
源
の
来
年
度
か
ら
の
一

般
財
源
化
を
閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

方
の
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
の
た
め
次
の

三
点
を
要
請
し
ま
す
。

　

①
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
当
た
っ
て

は
、
地
方
が
必
要
と
す
る
道
路
の
整
備
や
維
持
管

理
に
要
す
る
財
源
の
確
保
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

②
新
た
な
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
立

ち
お
く
れ
て
い
る
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
や
安

全
で
安
心
な
冬
期
交
通
の
確
保
な
ど
、
北
海
道
の

実
情
に
十
分
配
慮
し
た
道
路
整
備
が
着
実
に
推
進

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

③
地
方
の
自
主
性
・

裁
量
性
を
生
か
し
、
地
域
の
道
路
整
備
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
制
度
を
継
続
し
、
さ
ら
に
拡
充

を
図
る
こ
と
。 

④
今
年
度
の
暫
定
税
率
失
効
に
伴

う
国
道
及
び
地
方
道
の
道
路
整
備
財
源
の
減
少
分

に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
で
確
実
に
措
置
す
る
こ

と
。

■
提
出
者　

村
山
義
明　

賛
成
者　

藤
田
首
健

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

　

総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣　

国
土
交

　

通
大
臣

○ 

発
議
第
２
号　

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

　

 

定
に
関
す
る
意
見
書

　

過
疎
地
域
は
、わ
が
国
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
を
有
す
る
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市

に
対
し
て
、
食
糧
の
供
給
・
水
資
源
の
供
給
、
自

然
環
境
の
保
全
と
い
や
し
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
森
林
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献

す
る
な
ど
の
多
面
的
・
公
共
的
機
能
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」

は
平
成　

年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る
多
面

的
・
公
共
的
機
能
を
今
後
も
維
持
す
る
た
め
に
は
、

引
き
続
き
総
合
的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

■
提
出
者　

藤
田
首
健　

賛
成
者　

村
山
義
明

■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

　

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

○ 
発
議
第
３
号
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法

　

 
（
仮
称
）
」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る

　

 

意
見
書

　

２
０
０
０
年
以
降
の
急
速
な
構
造
改
革
に
よ

り
、
経
済
や
雇
用
、
産
業
や
地
方
な
ど
、
様
々
な

分
野
に
格
差
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」、「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」

な
ど
、新
た
な
貧
困
と
労
働
の
商
品
化
が
広
が
り
、

障
が
い
者
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
つ
く
れ
な
い

若
者
な
ど
、
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
人
々
の
増

大
は
、
日
本
全
体
を
覆
う
共
通
し
た
地
域
課
題
で

す
。

　

一
方
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協
同
組
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
様
々
な
非
営
利
団
体
は
、
地
域
の
課
題

を
地
域
住
民
自
ら
解
決
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

は
、
社
会
問
題
解
決
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
大

変
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、現
在
こ
の
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

に
は
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、団
体
と
し
て
入
札
・

契
約
が
で
き
な
い
、
社
会
保
障
の
負
担
が
働
く
個

人
に
か
か
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
、
欧
米
で
は
、
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
も
法
制
化
を
求
め
る
超
党
派
の
議
員

連
盟
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

誰
も
が
「
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
働
く
」、
仕

事
を
通
じ
て
「
安
心
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
」、「
人
と
の
つ
な
が
り
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
」、
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
創
造
と
社
会
の
連
帯
、
社
会
参
加

を
目
指
す
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」
の
速
や

か
な
制
定
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

■
提
出
者　

西
原
央
騎

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣

　

総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣　

経 

　

済
産
業
大
臣

意　見　書
　第３回定例会では、意見書３件が、
いずれも全会一致で可決されました。
　これらの意見書は、９月２５日の
本会議で可決後、直ちに国等の関係
機関に送られました。
　その内容をお知らせします。
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来年度、早期健全化団体確実に！
　　財政再建のため議員報酬等の引下げを

星 川 三喜男
　

健
全
化
判
断
比
率
と
特
別
職
の
給
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

問　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
定
め
る
本
町
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
平
成

　

年
度
決
算
で
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、　

・
８
％
と
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。

　

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成　

年
度
を
も
っ
て　

％
以
下
に
な
る

と
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
普
通
交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
病
院
へ
の
繰
出
金
を
は
じ
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
新
た
な
借
金
、
人

口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
町
財
政
が
さ
ら
に
ひ
っ
迫
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
も
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、　

％
を
超
え
る
こ
と
は
確

実
な
情
勢
で
、
そ
の
場
合
、
早
期
健
全
化
団
体
と
し
て
健
全
化
計
画
の
策
定
を

義
務
付
け
ら
れ
る
。
健
全
化
計
画
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
悪

化
の
原
因
や
早
期
健
全
化
の
基
本
方
針
、
基
準
以
下
の
比
率
に
す
る
方
策
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
や
対
策
を
伺
う
。

　

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
町
長
、
教
育
長
な
ど
特
別
職
の
常
勤
職
、
議
員
を
含

む
非
常
勤
職
の
給
料
や
報
酬
を
下
げ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
夕
張
市
の
よ
う

に
報
酬
条
例
の
附
則
で
、
当
分
の
間
、
引
下
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

当
町
で
は
平
成　

年
度
か
ら
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
作
成
し
、
各
種

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
改
正
、
退
職
者
不
補
充
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
、
事
業
全
般
に
つ
い
て
の
見
直
し
や
、
公
共
事
業
の
削
減
に
よ
り
借
入
金

の
抑
制
等
財
政
運
営
の
健
全
化
に
む
け
、
毎
年
見
直
し
を
し
な
が
ら
実
質
公

債
比
率
の
低
減
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
続
け
る
。

　

特
別
職
の
報
酬
は
、
昨
年　

月
に
削
減
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
引
き
下

げ
の
考
え
は
な
い
が
、
今
後
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
議
会
か
ら
引
き
下
げ

の
要
請
が
あ
れ
ば
、
特
別
職
や
各
委
員
会
委
員
も
含
め
諮
問
機
関
に
諮
り
た

い
。

　

一
般
職
の
課
長
の
年
収
は
約
７
０
０
万
円
、
４
年
間
で
２
８
０
０
万
円
に

な
る
。
一
名
が
一
般
職
か
ら
特
別
職
（
教
育
委
員
）
に
な
り
、
そ
の
分
の
人

件
費
は
全
体
か
ら
削
減
さ
れ
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

今
後
町
債
の
発
行
を
抑
え
、　

年
度
決
算
で　

％
以
下
を
達
成
し
、
現
行

の
公
債
負
担
適
正
化
計
画
よ
り
も
一
年
早
く
健
全
化
で
き
る
よ
う
最
大
限
の

努
力
を
し
た
い
。

2824
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教
育
行
政
に
つ
い
て

問　

９
月
２
日
の
第
２
回
臨
時
会
に
先
立
ち
、
教
育
委
員
会
は
、
道
教
委
か
ら
の

指
導
・
助
言
文
書
を
議
会
に
送
り
、
文
科
省
と
十
分
相
談
す
る
よ
う
求
め
て
き

た
が
、
こ
れ
は
執
行
機
関
で
あ
る
行
政
委
員
会
と
し
て
、
議
事
機
関
で
あ
る
議

会
の
権
限
や
意
思
決
定
過
程
に
干
渉
す
る
越
権
行
為
に
な
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
教
育
委
員
会
の
意
思
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
伺
う
。
ま
た
、

改
正
条
例
（
教
育
委
員
会
教
育
長
の
身
分
、
給
与
等
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
）
及
び
附
帯
決
議
を
遵
守
し
、
組
織
の
形
骸
化
、
組
織
疲
労
を
招
か
な
い
よ

う
教
育
行
政
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

行
政
委
員
会
の
総
合
調
整
権
は
町
長
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
人
件
費
削
減

を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

石
川
教
育
長
職
務
代
行
者
（
次
長
）

答　

文
書
そ
の
も
の
は
教
育
委
員
会
の
意
思
で
作
成
し
た
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

議
会
の
権
限
や
意
思
決
定
に
干
渉
す
る
意
図
は
全
く
な
く
、
議
員
の
提
案
権
、

議
会
の
権
限
も
含
め
勉
強
不
足
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

　

改
正
条
例
及
び
附
帯
決
議
に
つ
い
て
、
今
後
、
教
育
長
を
は
じ
め
、
各
委
員

も
勉
強
し
、
研
鑚
を
積
ん
で
、
組
織
の
形
骸
化
を
招
か
な
い
よ
う
な
教
育
委
員

会
体
制
と
し
た
い
。
ま
た
、
町
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
、
教
育
長
を
常
勤
と

す
る
か
、
非
常
勤
と
す
る
か
、
教
育
委
員
会
の
中
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。

　

野
邑
町
長

答　

教
育
委
員
会
の
人
件
費
は
、
来
年
度
、
定
年
退
職
者
の
補
充
を
し
な
い
の
で

減
る
こ
と
に
な
る
。
町
長
部
局
と
の
協
力
に
よ
り
、
業
務
の
削
減
は
可
能
と
考

え
る
。
新
し
い
教
育
委
員
会
体
制
で
議
論
す
る
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

改
正
教
育
長
条
例
を
遵
守
し
、

　
　
　

教
委
は
役
割
の
再
確
認
を

柳

澤

雅

宏

※次回綴人は、東海林議員、村山議員です

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれの
議員が町づくりや政治課題などに
ついて意見や思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナー
に登場します。８議員の提言･苦
言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

長野県阿智（あち）村を訪ねて
　第２回臨時会は、｢小さな町の教育長」のあり方、
そして議会や住民が地域の教育力をどのように考
え支えていくべきかを摸索する契機となりました。
　私は討論の場で、長野県阿智村を「教育長が不
在でありながら教育活動が盛んな自治体」の例と
して挙げました。インターネット上の情報を調べ
ただけの無責任な発言で終わってはいけないと感
じ、議会後の９月２９日、同村を訪ねました。
　阿智村の岡庭村長は、はるばる北海道から足を
運んでくれたと温かく迎えてくださり、村の現状
や教育の取組みについて熱く語ってくださいまし
た。
　阿智村が教育長を不在のままにしている理由に
ついては、教育長を置くことにより、「教育長＝行
政」と住民が思い込み、教育が行政任せ（形骸化）
となってしまう傾向が見られたからだそうです。
　阿智村では住民主導の教育を実現するために、
教育委員の活動を見直し、教育委員長には、教員
経験が長く、信頼が厚い人材を配置。各教育委員
には、担当学校・地域を決め、教育問題の解決と
振興に責任を持って取り組む体制がつくられてい
ます。
　また、お金を教育長（という身分）にかけるの
ではなく、子どもたち一人ひとりに直接結びつく
教育活動に向け、村独自の特別支援教員制度や家
庭学習を支援する制度に投入し、効果が上がって
きているとのことでした。
　岡庭村長が小さな自治体だからこそできる教育
の実践例について、自信を持って語ってくださっ
たのが印象的でした。今後、中頓別の教育を考え
るうえで参考にしていきたいと感じています。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：西原央騎）

後期高齢者医療制度は
　　　　　　廃止しかない

　今年４月からスタートしたばかりなのに見直し
が相次ぎ、複雑な制度がますます分かりにくくな
りました。
　「長寿医療制度」と呼んでみても基本は変わらな
いのです。
　首相や厚労相が「抜本的に見直す」とか、「大胆
に見直す」と言うので、廃止？と期待したが一転
して「根幹は維持する」とのこと。がっかり。
　７５歳と言う年齢で医療を差別することに、長
寿社会の発展に尽くしてきた人たちへの敬老の精
神が全く感じられません。
　保険料は二年毎に見直され、団塊の世代が高齢
期を迎える２０２５年には、二倍に高騰するとい
う試算もあります。
　収入がゼロでも一人残らず保険料を徴収するの
は酷です。
　医療費の抑制だけを目的につくられた制度に元
政府要人も「医療費のかかるお年よりは出て行っ
てもらう。保険制度を守るためにあなた方は外に
出てくださいというのは、姥捨て山以外の何もの
でもない」、「名前が実に冷たい。愛情のぬけたや
り方」と批判。
　各地の老人クラブ連合会も都府県の医師会も国
民もみんな反対しています。
　財源問題も含め、みんなが安心できる制度を創
るべきです。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：本多夕紀江）

温かく迎えてくださった阿智村 岡庭村長（写真左）
教育政策への明確な発言に自信と熱意を感じました

※長野県阿智（あち）村は人口6,400人。
　来年３月、平成に入り２度目の合併を行い７千
　人台となる予定。現在 小学校４校、中学校２校。
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地デジ放送への備えは万全か!?
本 多 夕紀江

大勢の傍聴者、マスコミが取材
に訪れた第２回臨時会

　第２回臨時会が９月２日に招集されました。
　「教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関
する条例の一部を改正する条例」（「教育委員会教
育長の身分、給与等の勤務条件に関する条例」に
改称・同月22日公布）が議員提案され、賛成多
数で可決されました。
　改正条例は、第２条で『教育長は、特別職とし、
教育委員会が常勤か非常勤かを決定する』と規定
し、教育長の身分の明確化と勤務のあり方を選択
制にしたものです。
　条例改正の提案理由と討論（賛否）の要旨、条
例案可決に伴い提出された附帯決議の内容をお知
らせします。
　なお、この条例案の撤回等を主な趣旨とする請
願３件が提出され、条例案と一括して審議されま
したが、条例案が可決されたことにより、不採択
扱い（みなし不採択）となりました。 教

育
長
を
特
別
職
と
し
、
常
勤
か
非
常
勤
か
を
選
択
制
と
す
る
条
例

〜
常
勤
、
非
常
勤
の
判
断
を
教
育
委
員
会
に
委
ね
る
附
帯
決
議
も
可
決
〜

　

米
屋
総
務
課
長

答１
総
務
省
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
、
公
共
施
設
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
の
広
報
活
動
で
、
認
知
度
は
浸
透
し
て
い
る
。

　

情
報
通
信
審
議
会
で
は
、
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
、
民
生
委

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
に
密
接
し
た
組
織
の
協
力
を
得
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と

答
申
し
て
い
る
。
来
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
民
法
の
デ
ジ
タ
ル
波
の
試
験
電
波
が
発

せ
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
更
に
、
認
知
度
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

２
視
聴
可
能
区
域
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
（　

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｈ
Ｔ

Ｂ
）
、　

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ))

が
受
信
で
き
て
い
る
区
域
は
受
信
可
能
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
波
は
強
度
は
増
し
て
も
、
直
進
性
が

強
い
こ
と
か
ら
、
山
間
部
に
近
い
地
域
は
実
際
に
電
波
を
発
し
て
み
な
い
と
難

視
聴
区
域
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

３
現
在
の
と
こ
ろ
町
と
し
て
支
援
を
す
る
考
え
は
な
い
。

　

野
邑
町
長

答　

国
策
で
行
な
う
こ
と
で
あ
り
、
宗
谷
地
域
総
合
開
発
期
成
会
を
通
じ
、
難
視

聴
地
域
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
民
放
事
業
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
国
の
適
切

な
対
応
を
要
望
し
た
い
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
利
用
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　

今
や
テ
レ
ビ
は
日
々
の
暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
を

得
る
大
事
な
通
信
手
段
で
あ
り
、
も
し
、
２
０
１
１

年
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
に
地
デ
ジ
へ
の

対
応
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
大
変
な
不
利
益
を
被

る
こ
と
に
な
る
。
地
デ
ジ
移
行
は
、
電
波
法
の
改
正

を
契
機
に
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
町
と
し
て
も
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

１
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
つ
い
て
、

住
民
の
認
知
度
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

２
こ
れ
ま
で
ど
お
り
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

３
総
務
省
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無

償
配
布
す
る
方
針
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
な
い
経
済
的
弱
者
に
つ
い
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
何
ら
か
の
対
応
支
援
策
を
と
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　一般質問の模様は、役場及び町民センターに設置された大型テレビでも放映されます。
　議会日程や傍聴方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（℡６～２２４４・議会事務局）
へ。

議会を傍聴しましょう

石井英正さん、米屋彰一さん
の教育委員任命に同意
　教育委員会は、教育の政治的中立性、継
続性・安定性を確保し、地域住民の意向を
反映させて、教育行政を進める合議制の行
政委員会です。
　広く住民の意向を反映した教育行政を実
現するため、教育の専門家や行政官ではな
い住民が、専門的な行政官で構成される事
務局を指揮監督する「レイマン・コントロ
ール」（素人統制）を基本としています。
　新たな教育委員として、石井英正さん
（字中頓別・59歳・再任）、米屋彰一さん
（字中頓別・57歳）の任命同意が全会一致
で可決されました。
　任期は、平成20年10月から４年間です。

○柳澤議員
　教育委員会は、第２９次地方制度調査会
の答申で、市町村の場合は必置制から選択
制になる可能性が高い。選択制になれば、
教育委員会を置かない場合もある。この件
をお二人には、ご理解いただいているか。
　教育委員の定数を４名に減らしたが、中
教審でも教育委員会の活性化のため、保護
者を委員に加える方向性で議論されてい
る。保護者を加え、もう一度５名に戻す考
えはないか。
●野邑町長
　地方制度調査会での議論は承知してい
る。答申がされるかどうか、まだ可能性の
段階であり、お二人には話していない。
　委員の一人に高校生の子供がおり、保護
者ということでご理解願いたい。全道的に
は、５名から４名に減じているところが多
い。研修会などを通じ委員の能力向上、活
性化を図りたい。

■主な質疑

第
２
回
臨
時
会
で
可
決
！

教育委員会教育長の身分、給与等の勤務
条件に関する条例（全文）

　(この条例の趣旨 )
第１条　この条例は、教育長の身分と教育公務員特例法 (昭和２４年法律
　第１号 )第１６条第２項の規定に基づき、教育長の給与等の勤務条件に
　ついて必要な事項を定めるものとする。
　（教育長の身分）
第２条　教育長は、特別職とし、教育委員会が常勤か非常勤かを決定する。
　(給与 )
第３条　常勤の教育長の給与は、給料及び期末手当とする。
２　非常勤の教育長の報酬は、議会の議員等の報酬額及び費用弁償並びに
　その支給に関する条例に定める。
　(給料 )
第４条　常勤の教育長の給料の額は、月額504,000円とする。
　(期末手当 )
第５条　常勤の教育長の期末手当の額は、給料月額に職員給与条例 (昭和
　２６年条例第５号 )の適用を受ける職員 (以下「一般職の職員」という。)
　の例により、別表の割合を乗じて得た額とする。
　(給与の支給方法 )
第６条　常勤の教育長の給与の支給方法については、一般職の職員の給与
　の支給方法の例による。
　　　附　則
　（施行期日）
１　この条例は、公布の日から施行する。
　（中頓別町特別職報酬等審議会条例の一部改正）
２　中頓別町特別職報酬等審議会条例（昭和４６年中頓別町条例第３０号）
　の一部を次のように改正する。
　　第１条及び第２条中「町長、副町長の給料の額」を「町長、副町長、
　常勤の教育長の給料の額及び非常勤の教育長の報酬の額」に改める。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
、
財
政
健
全
化
法
に
定
め
る
健
全
化
判
断

比
率
の
問
題
な
ど
を
め
ぐ
り
、
４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

介護保険料は据え置きを！
本 多 夕紀江

　

来
年
度
の
改
定
時
、
保
険
料
は
据
え
置
く
べ
き

問　

介
護
保
険
制
度
の
開
始
か
ら
ま
も
な
く　

年

に
な
る
。
こ
の
間
、
制
度
の
見
直
し
も
あ
っ
た

が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
住
民
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
積
極
的
に
利
用
す
る
と
い
う
状
況
に
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
、
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
な
い
、
介
護
保
険
料
を
支
払
っ
た
う

え
、
さ
ら
に
１
割
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
か
か

る
な
ど
、
制
度
上
の
問
題
も
あ
る
。
来
年
度

は
、
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料
見
直
し
の
年

で
あ
り
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
平
成　

年
度
の
介
護
保
険
の
実
施
状
況
は
？

２
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
状
況
か
ら
、
来
年
度
、

介
護
保
険
料
は
値
上
げ
せ
ず
に
、
据
え
置
く
べ

き
で
は
？

１
平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
の　

歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
６
７
９
人
。
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
は
１

１
９
人
。
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
延
受
給
者
数
は

６
４
０
人
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
介
護
給
付
の
実
績
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
で
延
４
２
２
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
延

３
６
１
人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
実　

人
が
利
用
し

て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
実　

人

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
実　

人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

制
度
見
直
し
で
介
護
予
防
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な

り
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
新
予
防
給
付
は
、
対
象
者
三

十
数
名
中
、
訪
問
介
護　

件
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

件
で

あ
る
。

２
現
状
の
介
護
給
付
費
か
ら
見
る
と
、
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
が
増
え
た
と
し
て
も
介
護
給
付
費
が
大
き

く
増
え
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、

介
護
給
付
状
況
を
基
に
策
定
さ
れ
る
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成　

年
度
〜　

年
度
）
、
介
護
給
付

状
況
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
（
２
４
０
０
万

円
）
を
総
合
的
に
判
断
し
、
介
護
保
険
料
を
検
討
し
た

い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
参
事

答

65

2019

39

18

29

13
50

98

21

23

19

10

「発議第１号　教育委員会教
育長の給与及び勤務時間等に
関する条例の一部を改正する
条例」についての附帯決議

■条例の提案理由
　教育長の身分に関しては、これまでの国の通達などから、教
育委員としては特別職であり、教育長としては常勤の一般職と
して、２つの身分をあわせ持つという見解が通説化してきた。
　しかし、一人の人間が特別職と一般職の２つの身分を有する
ことは、常識的にも法令解釈上も大きな矛盾がある。すなわち、
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条及び第 16条
第２項の規定から、教育委員は選挙権を有する者の中から地方
公共団体の長が議会の同意を得て任命する職であり、その教育
委員のうちから選ばれ任命された教育長は、地方公務員法第３
条第３項第１号に該当する特別職にほかならない。
　地方教育行政法第８条の規定により、教育委員には解職の直
接請求が適用されることも教育長を特別職とする根拠の一つで
ある。地方公務員法の適用を受ける一般職の範囲を定めた本町
の職員定数条例に教育長が含まれていないことからかんがみて
も、一般職とする解釈は成り立たない。
　教育公務員特例法第 16条第２項では、教育長の給与、勤務
条件等については、他の一般職に属する地方公務員とは別個に、
当該地方公共団体の条例で定めることとされ、地方自治体の裁
量の余地は大きく認めているため、その勤務の態様により、常
勤とするか非常勤とするかは、あくまで本町の自治権に由来す
る。教育長を特別職として位置づければ、自動的に常勤または
非常勤の選択肢が生まれることになり、本条例第２条はそのこ
とをうたったにすぎない。
　各界各層の町民が策定し、平成 18年３月に提出された中長
期行財政運営計画に関する最終報告書では、行政改革推進の一
環として役場の組織改革に触れ、特別職のうち助役の廃止、教
育長についても現行制度では廃止や非常勤化は困難だが、その
位置づけを抜本的に見直すことについて検討すると提言されて
おり、本条例が成立すれば、多くの住民の負託にこたえること
につながる。
　来年度から、小中学校が１校ずつとなり、この４月からは生
涯学習分野が事実上、町長部局に組み込まれるなど、首長と教
育委員会の権限分担の弾力化が図られており、その所掌事務の
内容や量が変化している。あわせて、地方公共団体財政健全化
法に基づく財政４指標のうち、実質公債費比率は約２９％に達
する見込みであり、財政破綻した夕張市に準ずる財政健全化団
体となることは必至の情勢である。
　財政悪化の責任は、議会にもあり、今後人口減少などに伴う
交付税の削減を考慮したとき、教育行政に限らず、あらゆる分
野において不断の行財政改革の取り組みが必要である。
　教育長の身分の明確化と勤務条件の多様化に道を開くことが
分権改革と自律した自治を実現する一里塚であると信じ本条例
を提出する。

　「発議第１号　教育委員会教育長

の給与及び勤務時間等に関する条例

の一部を改正する条例」が可決され、

教育長の身分の明確化と勤務条件の

多様化に道が拓かれた。

　２０００年分権改革まで、市町村

教育長については、教育委員会が任

命するとされていたものの、都道府

県教育委員会の承認を必要としてい

たため、長らく慣行として教育長就

任を「当然の前提」として、首長が

教育委員候補を議会に提案してきた

経緯がある。

　しかし、首長が教育長就任含みで

教育委員候補を議会に提出すること

には、何の法的根拠もなく、教育委

員会は、「自律的」に教育長を任命

できることを再認識する必要がある。

　仮に、教育委員が議会の同意を得

て首長に任命されても、首長にはそ

の者を教育長とする権限はなく、常

勤か非常勤かを決定する権限も持ち

得ない。

　これらのことは、教育委員会制度

の根幹にかかわる原理・原則であり、

今後とも教育長の身分や勤務条件等

に関して、国や都道府県の関与から

独立し、本町に見合った教育行政を

実現するよう下記のことを求める。

　　　　　　　　記

１　教育委員会は、教育長を人格、

　識見、経歴等を配慮して自律的に

　選任すること。

２　教育委員会は、町財政ならびに

　教育行政の実態を見極め、常勤か

　非常勤かを判断すべきこと。

　　　　　　　　　以上、決議する。

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び

　

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

◇
提
案
者
・
柳
澤
雅
宏
／
賛
成
者
・
藤

　

田
首
健
、
西
原
央
騎
、
星
川
三
喜
男

●
請
願
第
１
号　

中
頓
別
町
教
育
委
員

　

会
教
育
長
の
身
分
、
給
与
等
の
勤
務

　

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

◇
請
願
団
体
・
宗
谷
教
職
員
組
合
中
頓

　

別
支
部　

支
部
長　

齋
藤
千
智

◇
紹
介
議
員
・
本
多
夕
紀
江

●
請
願
第
２
号　

教
育
委
員
会
教
育
長

　

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
の

　

撤
回
を
求
め
る
請
願

◇
請
願
団
体
・
中
頓
別
町
校
長
会　

会

　

長　

村
上
徹
／
中
頓
別
町
教
頭
会　

　

会
長　

井
村
雅
彦

◇
紹
介
議
員
・
東
海
林
繁
幸　

村
山
義

　

明　
●
請
願
第
３
号　

教
育
長
の
非
常
勤
化

　

を
可
能
と
す
る
条
例
案
の
白
紙
撤
回

　

を
求
め
る
請
願

◇
請
願
団
体
・
中
頓
別
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長　

細
谷
陽
一
／
中
頓
別
中
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ　

会
長　

古
谷
裕
一

◇
紹
介
議
員
・
東
海
林
繁
幸　

村
山
義

　

明

　

※

敬
称
略

■
請
願
（
み
な
し
不
採
択
）
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人
権
擁
護
委
員
は
、「
人
権
擁
護
委
員
法
」
に
基
づ
き
、
国

民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
、
も
し
、
こ

れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、
救
済
の
た
め
、
す
み
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
大
場
玲
子
さ
ん
（
字
中
頓

別
・ 　

歳
・
再
任
）
が
諮
問
さ
れ
、
議
会
は
、
全
会
一
致
で

適
任
と
答
申
。
任
期
は
、
平
成　

年
１
月
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
運
営
は
、
都
道
府
県
単
位
で
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連

合
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
内
で
は
、
平
成　

年
３
月
１
日
、「
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
連
合
に
は
、
議
会
が
置
か
れ
、
構
成
市
町
村
議
会
議
員
の

中
か
ら
８
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
、
１
名
の
欠
員
が
生
じ
て
お
り
、
候
補
者
推

薦
期
間
内
に
２
名
の
候
補
者
の
届
出
が
あ
っ
た
た
め
、
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
は
、
全
道
一
区
と
し
て
行
わ
れ
、
本
町
議
会
で
９
月　

日
に
実
施
さ
れ
た
全
議
員
に
よ
る
投
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

第３回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１６１号 20なかとんべつ町議会だより１６１号３

第３回定例会で
　　　決まりました

○ 報告第１号及び第２号　平成１９年度中頓別町健全化判断比率、資金不足比率の報告
○ 同意第１号～第２号　中頓別町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
○ 発議第１号　中頓別町議会会議規則（一部改正）
○ 議案第１号　北海道市町村備荒資金組合規約（一部変更協議）
○ 議案第２号　中頓別町過疎地域自立促進市町村計画（一部変更協議）
○ 議案第３号　議会の議員等の報酬額及び費用弁償並びにその支給に関する条例（一部改正）
○ 議案第４号　議会の議員報酬額及び費用弁償並びにその支給に関する条例（制定）
○ 議案第５号　中頓別町職員の勤務時間、休暇等に関する条例（一部改正）
○ 議案第６号　平成２０年度中頓別町一般会計補正予算
○ 議案第７号　平成２０年度中頓別町国民健康保事業特別会計補正予算
○ 議案第８号　平成２０年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算
○ 認定第１号～第８号　平成１９年度中頓別町各会計決算認定
○ 発議第２号　道路整備に必要な財源の確保に関する意見書
○ 発議第３号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書
○ 発議第４号　「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書

※諮問第１号　人権擁護委員候補者に対する意見、選挙第１号　北海道後期高齢者医療広域連
　合議会議員選挙の結果は下記のとおりです。

議  決  結  果  の  一  覧
※ ○ は可決（承認）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
適
任
と
答
申

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

21

投
票
総
数
８
票
（
有
効
投
票
８
票
・
無
効
投
票
な
し
）

■
松
井
宏
志
（
鶴
居
村
議
会
議
員
・
無
所
属
）
６
票

■
渡
辺
正
治
（
余
市
町
議
会
議
員
・
日
本
共
産
党
）
２
票

68
20

19

11

24

● 
反
対

村
山
義
明
議
員

　

教
育
長
は
、
事
務
局
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
非
常

勤
で
は
事
務
の
統
括
、
職

員
の
指
揮
監
督
、
指
導
は

難
し
い
。
学
校
長
以
下
教

職
員
の
管
理
、
指
導
、
人

事
も
難
し
く
な
る
。

　

非
常
勤
で
は
、
候
補
者

が
限
定
さ
れ
る
。
役
場
職

員
は
ほ
と
ん
ど
な
れ
な

い
。
常
勤
で
も
課
長
ク
ラ

ス
と
年
収
は
同
等
で
、
こ

れ
が
非
常
勤
で
は
金
額
も

下
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
現
職
の
中
で
特
別
職

に
な
る
人
は
い
な
い
と
思

う
。

　

定
年
に
な
っ
た
人
で
安

い
報
酬
で
も
で
き
る
と
い

う
人
に
限
定
さ
れ
る
。
報

酬
は
少
な
い
が
、
責
任
だ

け
は
重
い
。
教
育
長
の
権

限
が
な
く
な
る
と
思
う
。

民
間
で
非
常
勤
は
何
の
権

限
も
な
い
し
、
も
う
終

わ
っ
た
人
が
非
常
勤
。
教

育
委
員
会
そ
の
も
の
が
弱

体
化
し
、
他
の
教
育
委
員

も
責
任
だ
け
重
く
、
不
安

を
感
じ
て
引
き
受
け
る
人

が
い
な
く
な
る
と
危
惧
さ

れ
る
。

　

学
校
教
育
、社
会
教
育
、

討
論（
賛
否
）要
旨

生
涯
教
育
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
、
そ
の
他
に
目
が
行
き

届
か
な
く
な
り
、
停
滞
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

る
。教
育
制
度
改
革
な
ど
、

非
常
に
難
し
い
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
そ
の
対
応

も
で
き
な
く
な
る
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
自

殺
者
、職
員
の
不
祥
事
等
、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
社
会
情
勢
で
、
非

常
勤
で
は
対
応
で
き
な

い
。

　

教
育
長
の
職
務
は
学
校

数
や
児
童
数
に
よ
り
変
動

す
る
も
の
で
は
な
く
、
教

育
行
政
の
長
と
し
て
の
専

門
性
や
責
任
及
び
対
外
的

役
割
の
重
要
性
を
考
え
る

と
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
そ

の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
非
常
勤
化
す

べ
き
で
は
な
い
。

○ 

賛
成

藤
田
首
健
議
員

　

教
育
長
は
、
こ
れ
ま
で

一
般
職
と
特
別
職
の
二
つ

の
身
分
を
あ
わ
せ
持
つ
と

す
る
法
解
釈
が
通
説
化
し

て
き
た
。
今
か
ら
五
十
数

年
前
に
出
さ
れ
た
通
達
に

よ
っ
て
、
各
自
治
体
は
縛

ら
れ
て
き
た
。

　

分
権
改
革
後
は
、
こ
れ

ま
で
の
通
達
は
す
べ
て
効

力
を
失
っ
て
お
り
、
各
自

治
体
は
法
律
の
範
囲
内
で

法
解
釈
を
自
主
的
に
行
っ

て
よ
い
。

　

常
任
委
員
会
の
議
論
で

も
、
特
別
職
と
す
る
と
こ

ろ
ま
で
は
そ
も
そ
も
全
員

異
論
が
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。特
別
職
と
な
れ
ば
、

提
案
理
由
で
も
説
明
さ
れ

た
と
お
り
、
町
長
の
よ
う

な
常
勤
職
と
私
た
ち
議
員

の
よ
う
な
非
常
勤
職
の
い

ず
れ
に
も
道
が
開
か
れ
る

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
関
係
者
の
意
見
拝

聴
の
際
、
出
席
者
か
ら
町

あ
っ
て
の
教
育
で
あ
り
、

教
育
行
政
は
聖
域
で
は
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

教
育
関
係
者
以
外
の
町
民

か
ら
意
見
を
聞
け
ば
、
こ

の
考
え
方
が
主
流
に
な
る

と
思
う
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が

％
に
迫
る
町
で
あ
る
。
来

年
度
夕
張
市
に
準
ず
る
早

期
健
全
化
団
体
に
な
る
こ

と
は
ほ
ぼ
確
実
。
夕
張
市

で
は
教
育
長
は
常
勤
だ

が
、
本
来
の
給
料
額　

万

９
千
円
を
現
在
附
則
で　

万
９
千
円
と
半
分
以
下
に

下
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
生

き
延
び
よ
う
と
す
る
自
治

体
の
姿
で
は
な
い
か
。
財

政
が
破
綻
し
て
は
、
教
育

も
維
持
で
き
な
く
な
る
こ

と
の
証
明
で
あ
る
。

　

今
後
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
ど
お
り
に
債
務
を

減
ら
せ
る
と
は
確
実
視
で

き
な
い
。
景
気
が
急
減
速

し
て
お
り
、
来
年
度
以
降

の
地
方
交
付
税
が
大
き
く

減
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

町
の
財
政
効
率
化
施
策
の

中
に
教
育
長
の
身
分
、
勤

務
条
件
も
当
然
含
ま
れ

る
。
教
育
長
の
改
選
期
で

あ
る
こ
の
時
期
に
本
条
例

を
制
定
し
、
将
来
に
備
え

る
べ
き
で
あ
る
。

● 

反
対

本
多
夕
紀
江
議
員

　

一
つ
目
と
し
て
、
名
実

と
も
に
教
育
行
政
の
ト
ッ

プ
は
教
育
長
で
あ
り
、
専

門
職
と
し
て
常
勤
が
ふ
さ

わ
し
い
。

　

教
育
長
の
任
務
や
役
割

は
幅
広
く
、
教
育
環
境
や

教
育
条
件
の
整
備
推
進
に

責
任
が
あ
る
。
学
校
や
そ

れ
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

の
こ
と
や
、教
職
員
人
事
、

学
校
経
営
の
助
言
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
地

域
の
教
育
全
体
に
責
任
を

持
つ
立
場
に
あ
る
。
子
供

た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
教

育
環
境
の
厳
し
さ
を
反
映

し
て
、
教
育
現
場
で
起
こ

る
様
々
な
問
題
は
、
学
校

独
自
で
の
対
応
が
難
し
い

も
の
も
多
々
あ
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
人
事
や

教
育
上
の
諸
問
題
の
解
決

に
当
た
っ
て
は
、
管
内
の

教
育
長
と
の
連
携
、
道
教

委
と
の
折
衝
も
あ
る
。
管

内
は
言
う
に
及
ば
ず
全
道

的
な
視
野
に
立
っ
て
教
育

の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
把
握

し
た
上
で
の
判
断
や
対
応

を
求
め
ら
れ
る
職
務
で
あ

り
、
今
非
常
勤
で
勤
務
で

き
る
実
情
に
は
な
い
。

　

二
つ
目
の
理
由
と
し

て
、
こ
の
条
例
案
を
め

ぐ
っ
て
は
議
員
の
間
で
も

賛
否
が
あ
り
、
教
育
関
係

者
や
保
護
者
か
ら
も
条
例

案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

が
出
さ
れ
て
い
る
。
多
く

の
人
た
ち
か
ら
論
議
不
十

分
な
中
で
、
特
に
教
育
の

中
身
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
我
が
町
の
教
育
に
つ
い

て
の
論
議
が
行
わ
れ
ず
に

多
数
決
で
条
例
案
が
決
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
へ
の
不
安
の
声
、
ま
た

議
員
が
み
ず
か
ら
提
案
し

て
数
人
が
賛
成
す
れ
ば
何

で
も
で
き
て
し
ま
う
、
こ

ん
な
こ
と
が
ま
か
り
通
っ

て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

今
ま
だ
こ
の
条
例
案
を

出
す
よ
う
な
段
階
で
は
な

い
。
も
っ
と
住
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
べ
き
。
町
に

と
っ
て
も
町
民
に
と
っ
て

も
、
子
供
の
将
来
に
と
っ

て
も
重
要
な
、
そ
し
て
請

願
も
出
る
よ
う
な
状
況
の

中
で
は
、
条
例
案
に
反
対

す
る
。

○ 

賛
成

星
川
三
喜
男
議
員

　

こ
の
問
題
は
、
常
任
委

員
会
で
３
月
か
ら
所
管
事

務
調
査
を
行
い
、
６
月
の

定
例
会
で
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
考
え
に

考
え
抜
い
た
成
果
と
思

う
。

　

私
は
平
成　

年
３
月
の

定
例
会
か
ら
数
回
に
わ
た

り
教
育
長
の
あ
り
方
を
一

般
質
問
し
て
き
た
。

　

そ
の
答
弁
は
、
昭
和　

年
に
出
さ
れ
た
文
部
省
か

ら
の
通
達
、
道
町
村
会
法

務
支
援
室
の
見
解
で
し
か

な
か
っ
た
。

　

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

29
58

23

17
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なかとんべつ町議会だより１６１号 ２

平成１９年度８会計決算を認定

第３回
定例会
第３回
定例会

なかとんべつ町議会だより１６１号21

早
期
健
全
化
団
体
な
ら
議
員
・
特
別
職
の
報
酬
削
減
を
！

　

 

福
祉
灯
油
の
条
例
化
、
地
デ
ジ
放
送
へ
の
対
応
は

　
　

  

教
育
委
員
会
の
役
割
な
ど
、
４
議
員
が
一
般
質
問

教育委員任命に全会一致で同意！

!?

　第３回定例会が９月２４日から２６日まで３日間の会期で開
かれましたが、休会中の決算審査が順調に進んだため、会期を
１日残し２５日に閉会しました。
　初日の行政報告で野邑町長は、福祉法人南宗谷福祉会が７月
から整備を進めていた天北厚生園の「第１ふれあいグループホ
ーム」が９月末に完成・引渡しとなり、今後、半年間の準備期
間（訓練期間）を経て、来年４月から本格利用されること、事
業費が1,747万円（うち町補助金497万円）となることを報告。
　また、平成１９年度分の決算から議会、住民への報告が義務
付けられた自治体財政健全化法に基づく健全化判断比率、国保
病院事業の資金不足比率が報告され、実質公債費比率が、健全
化の基準を超える28.8％になり、来年度から財政再建団体であ
る夕張市に次ぐ「早期健全化団体」になることが確実な情勢と
なりました。
　一般質問では、介護保険料や財政の健全化、教育行政などに
ついて、４名の議員が執行側の姿勢を質（ただ）しました。
　町長から提案された教育委員２名の任命同意のほか、一般会
計補正予算をはじめとする８件の議案はいずれも賛成多数で可
決されました。
　平成１９年度の各会計の決算は、全議員で構成する「決算審
査特別委員会」に付託され、財政再建のため、議員、特別職の
報酬削減などを盛り込んだ二つの附帯意見をつけ、すべて認定
されました。
　議員から提案されていた「道路整備に必要な財源の確保に関
する意見書」など、３件の意見書はいずれも全会一致で可決さ
れました。

実質公債費比率28.8％で早期健全化団体に！
● 

反
対

東
海
林
繁
幸
議
員

が
、
町
の
財
政
運
営
を
考

え
、
や
は
り
第
２
の
夕
張

に
は
し
た
く
な
い
と
思

う
。
も
し
そ
う
な
っ
た
場

合
、
町
民
は
こ
こ
に
い
る

で
あ
ろ
う
か
。
町
民
が
い

な
け
れ
ば
学
校
も
あ
り
え

な
い
。

　

私
た
ち
の
住
む
小
頓
別

が
い
い
例
だ
と
思
う
。
や

は
り
住
民
が
い
な
け
れ
ば

学
校
は
成
り
立
っ
て
い
か

な
い
。
夕
張
の
よ
う
な
結

末
に
な
れ
ば
、
町
民
に

と
っ
て
は
、
本
当
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
の
か
ど
う
か

の
瀬
戸
際
に
な
る
。
そ
う

な
る
前
に
行
革
の
面
か
ら

も
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

を
聞
く
べ
き
。
内
容
的
に

は
、
賛
成
で
き
る
余
地
は

あ
る
が
、
時
間
を
か
け
て

い
ろ
ん
な
識
者
の
声
も
聞

い
て
、
決
め
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
が
完
了
し
て
い

な
い
の
で
反
対
す
る
。

育
委
員
会
だ
け
に
任
せ
な

い
し
く
み
で
教
育
を
行
っ

て
い
る
。

　

教
育
長
の
常
勤
、
非
常

勤
が
前
提
の
討
論
に
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

身
分
で
あ
っ
て
も
地
域
の

教
育
力
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
れ
ば
、
教
育
が
衰
退

す
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
。

　

全
町
の
児
童
生
徒
数

は
、
１
５
１
名
で
あ
る
。

来
期
は
、
小
頓
別
小
中
学

校
が
閉
校
に
な
り
、
学
校

が
２
校
、
児
童
生
徒
数
は

１
４
０
名
を
切
る
可
能
性

が
出
て
き
た
。

　

先
生
の
数
は
、
現
在　

名
い
る
が
、
恐
ら
く　

、

　

名
に
な
る
。
教
育
長
の

仕
事
の
質
は
変
わ
ら
な
く

て
も
量
が
減
る
の
は
、
合

理
的
に
考
え
て
当
た
り
前

と
思
う
。

　

中
央
教
育
審
議
会
で

は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
事
務
を
地
方
公
共

団
体
の
判
断
に
よ
り
首
長

が
担
当
す
る
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
。
本
町
で
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
を
置
い
た

の
は
、
非
常
に
合
理
的
な

取
り
組
み
だ
と
思
う
。

　

教
育
長
に
４
年
間
で
３

千
５
百
万
円
の
お
金
が
渡

る
と
い
う
し
く
み
を
疑
問

視
す
べ
き
。
行
財
政
改
革

の
一
つ
と
し
て
、
違
う
こ

と
に
こ
の
お
金
を
使
え
な

い
か
。

　

ト
ッ
プ
が
常
勤
で
あ
れ

ば
大
丈
夫
と
い
う
考
え

は
、
明
ら
か
に
間
違
い
。

教
育
長
一
人
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
阿
智
村
の
例
に
倣

え
ば
教
育
力
が
落
ち
る
こ

と
は
な
い
と
信
じ
る
。

　

今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
な
け
れ
ば
４
年
後
に

な
っ
て
し
ま
う
。
私
の
議

員
と
し
て
の
任
期
中
に
決

断
を
し
て
い
く
の
が
責
任

の
取
り
方
と
思
い
、
条
例

案
に
賛
成
す
る
。

さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、
国
は
そ
う
い
う

レ
ベ
ル
ま
で
教
育
委
員
会

の
あ
り
方
に
踏
み
込
ん
で

い
る
。
設
置
が
選
択
制
に

な
れ
ば
、
教
育
長
の
身
分

ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

特
別
職
と
す
る
こ
と

は
、
教
育
長
の
権
威
を
高

め
る
も
の
で
あ
り
、
町
民

の
代
表
と
し
て
町
政
運
営

に
か
か
わ
る
の
だ
か
ら
、

町
財
政
の
実
態
に
応
じ
た

報
酬
に
し
て
い
く
と
い
う

の
は
当
然
と
思
う
。

　

レ
イ
マ
ン
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
素
人
統
制
）
を

教
育
委
員
会
は
担
う
べ
き

で
あ
り
、
従
来
ど
お
り
常

勤
の
一
般
職
で
あ
る
役
人

に
任
せ
て
お
く
こ
と
が
あ

た
か
も
安
全
で
あ
る
か
の

よ
う
に
考
え
る
の
は
、
お

か
し
い
。

　

非
常
勤
化
せ
よ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

何
度
も
申
し
上
げ
た
が
、

そ
の
点
を
危
惧
す
る
な

ら
、
阿
智
村
の
よ
う
に
学

校
運
営
協
議
会
・
評
議
会

な
ど
を
つ
く
っ
て
地
域
の

意
見
を
聞
き
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
教
育
委
員
会
を
頻

繁
に
開
い
て
町
民
に
公
開

し
て
い
く
べ
き
。
手
法
は

い
く
ら
で
も
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
制
度
、
教

育
長
の
職
務
、
役
割
と
い

う
の
は
大
変
な
難
し
さ
と

重
み
が
あ
る
。
提
案
者
の

意
見
、
賛
成
者
の
意
見
が

全
く
理
解
で
き
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
人
口
、
財

政
、
子
供
の
数
、
学
校
の

数
だ
け
で
な
く
、
教
育
長

の
報
酬
へ
い
く
前
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
我
々

の
議
員
報
酬
を
先
に
考
え

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

反
対
理
由
の
一
番
目

に
、
重
大
な
法
律
違
反
と

な
る
お
そ
れ
を
感
じ
て
い

る
。こ
の
件
に
関
し
て
は
、

提
案
権
が
町
長
に
専
属
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

第
二
番
目
は
、
住
民
の

声
、
関
係
者
の
声
を
聞
い

て
い
な
い
と
。
そ
う
い
う

中
で
提
案
さ
れ
る
と
い
う

の
は
、
問
題
が
あ
る
。

　

三
番
目
は
、
教
育
委
員

会
制
度
と
教
育
長
の
任

務
、
役
割
を
ど
う
理
解
し

て
い
る
の
か
不
安
が
あ

る
。
教
育
長
は
法
律
上　

項
目
の
役
割
が
あ
る
が
、

本
当
に
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
学
校
環
境
の
整
備
の

促
進
や
教
育
を
行
う
者
、

い
わ
ゆ
る
教
職
員
の
教
育

条
件
を
推
進
、
向
上
す
る

こ
と
こ
そ
い
い
教
育
を
で

き
る
も
と
に
な
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
教
育
長
は

頑
張
っ
て
町
長
か
ら
予
算

も
獲
得
し
、
教
育
環
境
整

備
を
行
う
責
務
が
あ
る

が
、
非
常
勤
の
教
育
長
で

は
で
き
な
い
。

　

第
四
番
目
は
、
提
案
自

体
は
議
員
の
権
限
で
あ
る

が
、
も
う
少
し
住
民
の
声

○ 

賛
成

西
原
央
騎
議
員

　

長
野
県
に
阿
智（
あ
ち
）

村
と
い
う
人
口
約
６
千
人

の
村
が
あ
り
、
教
育
長
を

置
い
て
い
な
い
。
教
育
委

員
も
、
教
育
委
員
長
も
置

か
れ
て
い
る
が
、
教
育
長

は
教
育
次
長
が
代
理
し
て

い
る
。

　

こ
の
村
は
、
町
長
が
社

会
教
育
主
事
を
長
年
務
め

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

非
常
に
教
育
活
動
が
盛
ん

で
あ
る
。

　

教
育
長
を
置
か
な
い
の

は
、
村
長
の
判
断
で
人
材

が
い
な
い
と
解
釈
し
、
法

的
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
。
置
か
な
い
と
い
う

強
い
姿
勢
を
村
長
が
持
っ

て
い
る
。

　

公
民
館
活
動
な
ど
で
生

涯
学
習
、
社
会
教
育
も
盛

ん
で
あ
る
。
親
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

そ
し
て
地
域
と
学
校
関
係

者
が
学
校
運
営
協
議
会
な

ど
を
つ
く
り
、
学
校
、
教

○ 

賛
成

柳
澤
雅
宏
議
員

　

議
会
、
議
員
と
し
て
住

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

反
対
請
願
も
加
味
し
な
が

ら
、
自
ら
の
責
任
で
提
案

し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
が
、
来
年
３
月
に
勧

告
を
予
定
し
て
い
る
新
地

方
分
権
一
括
法
案
で
は
、

市
町
村
教
育
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
選
択
制
が
盛

り
込
ま
れ
る
こ
と
が
濃
厚

と
言
わ
れ
て
い
る
。
答
申
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39
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16日　第１回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
20日～21日
　　　第１回頓別川環境ミーティング2008
26日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査

３日　「分権時代の教育長・教育委員会」
　　　（新藤宗幸千葉大教授講演・勉強会）
５日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
６日　道北地方林活議連連絡会平成20年度総
　　　会（旭川市）
11日　教育長条例についての教育関係者から
　　　の意見拝聴会
13日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
19日　議会広報研修会（札幌市）
21日　生産者資材価格高騰等に係る全道農業
　　　危機突破総決起大会（札幌市）
25日　議会運営委員会
29日　「かけはし懇」（宗谷教職員組合）

２日　第2回臨時会
４日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査(名寄市、鷹栖町視察)
５日～６日
　　　第２回頓別川環境ミーティング2008
12日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
16日　議会運営委員会
24日～25日
　　　第３回定例会、決算審査特別委員会
24日　議会広報編集特別委員会

　

「
不
満
だ
ら
け
で
す
よ
。
も
ー
。
」
と
会
社

勤
め
の
男
性
。

　

こ
こ
数
年
の
社
会
状
況
が
こ
の
一
言
に
表
さ

れ
て
い
る
。

　

九
月
議
会
で
は
前
年
度
の
決
算
審
査
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
が
い
つ
も
と
違
う
の
は
、
「
財
政
健
全

化
法
」
が
で
き
て
、
２
０
０
８
年
度
決
算
か
ら

適
用
さ
れ
る
、
０
７
年
度
（
公
表
義
務
付
け
）

は
ど
う
か
？
と
注
目
さ
れ
、
新
聞
も
賑
や
か
で

し
た
。

　

ど
こ
の
自
治
体
も
必
死
の
行
財
政
改
革
を
行

な
っ
て
い
る
の
で
す
。「
国
も
借
金
で
大
変
だ
」

と
地
方
交
付
税
を
減
ら
さ
れ
た
の
で
、
地
方
は

も
っ
と
「
大
変
」
な
の
で
す
。
そ
れ
に
何
で
そ

ん
な
に
借
金
が
で
き
た
の
か
国
民
に
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。

　

国
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
の
は
税
金
の
使
い

方
で
す
。
７
年
間
で
一
兆
八
千
億
円
も
使
わ
れ

た
思
い
や
り
予
算
。
思
い
や
る
相
手
を
ま
ち
が

え
て
い
ま
せ
ん
か
？
一
方
、
社
会
保
障
費
（
年

金
、
介
護
、
医
療
等
）
は
、
７
年
間
で
一
兆
六

千
二
百
億
円
の
削
減
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
政
の
中
、ど
こ
を
ど
う
す
る
か
？

難
し
い
か
ら
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

医
療
、
福
祉
、
教
育
を
簡
単
に
削
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

　

国
の
ム
ダ
づ
か
い
を
改
め
る
よ
う
、
監
視
の

目
を
光
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
本
）

議会の動き
７月

８月

編　

集　

後　

記

なかとんべつ町議会だより１６１号 22

９月

27日　議会広報編集特別委員会
10月

　町では今年に入り「頓別川環境ミーティング」を実施
し、専門家の指導・助言を受けながら町内の植物や水生
生物、鳥類など、頓別川周辺の生態系調査に取り組んで
います。
　環境基本条例・環境基本計画調査の一環として、いき
いきふるさと常任委員もこれに参加しています。
　これまでの調査で、環境省の絶滅危惧種（レッドデー
タ種）に指定されている数々の希少植物のほか、水生生
物の分野でも、管内初と推定されるムカシトンボのヤゴ
など、貴重な発見が相次ぎました。
　箱めがねで岸辺をのぞけば、川底にびっしりと突き刺
ささるカワシンジュガイの一群。清流に住む黒い二枚貝
は、昔からカラスガイとも呼ばれ、食べた方もいるはず
です。
　マスやヤマメなどのエラに幼生が付着し上流まで運ば
れ繁殖しますが、長さ３センチほどの若貝も発見され
ました。
　一説には、寿命が百年前後とも言われるカワシンジュ
ガイは、成長の遅い貝です。その若貝が発見されたこと
で、頓別川では永きにわたってサケ科の魚が遡上し、カ
ワシンジュガイの世代交代が繰り返されていることが裏
付けられました。
　今年５月に制定された「生物多様性基本法」では、人
類存続の基盤が生物の多様性にあると定義され、国や自
治体に対し、保全と持続可能な利用のため各種の責務を
課しています。
　生物多様性に影響を及ぼす事業は、その計画の立案か
ら実施段階に至るまで環境影響評価が必要になりました。
　様々な生物の相互作用から成り立つ生態系。一度損な
われると次々と種の絶滅の危険性が高まり、それがやが
て人間に及ぶということでしょう。
　多様な生物に満ち溢れる頓別川は、私たちの生存を支
える『母なる川』でもあります。

頓別川流域は希少生物の宝庫

頓
別
川
は
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
宝
庫
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
こ
の
貝
を
「
ピ
パ
」

（
豊
穣
の
神
）
と
呼
ん
だ
。


